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は
じ
め
に

　

中
国
の
学
問
に
お
い
て
、
詩
経
は
基
本
的
な
経
典
で
あ
る
。
古
代
、
そ

の
注
釈
は
、
主
に
斉
詩
・
韓
詩
・
魯
詩
・
毛
詩
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

僅
か
な
佚
文
を
除
け
ば
、
現
存
す
る
の
は
毛
詩
の
み
と
な
っ
た
。
孔
子
は
、

論
語
・
陽
貨
篇
に
お
い
て
、
詩
を
学
ぶ
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
多
識
於
鳥
獸

草
木
之
名
」
を
挙
げ
て
お
り
、
詩
経
に
詠
わ
れ
た
動
植
物
の
名
物
学
は
詩

注
の
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
継
承
さ
れ1

、
訓
詁
学
や
名
物
学
は
詩
注
か

ら
発
展
し
た
と
さ
れ
る2

。
陸
氏
の
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
以
下
、
本
書

あ
る
い
は
陸
疏
）
は
、
動
植
物
に
特
化
し
た
詩
注
の
先
駆
的
文
献
で
あ
り
、

名
物
学
は
も
ち
ろ
ん
本
草
学
的
に
も
意
義
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、

景
印
叢
書
を
除
く
在
日
刊
本
を
調
査
し
、
以
下
の
二
十
本
を
確
認
し
た
。

（
ａ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
（
重
較
説
郛
）　

（
ｂ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
（
唐
宋
叢
書
）　

（
ｃ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
（
続
百
川
学
海
）

（
ｄ
）
刻
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
亦
政
堂
鐫
陳
眉
公
普
秘
笈
集
）

（
ｅ
）
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
宝
顔
堂
秘
笈
普
集
）

（
ｆ
）
陸
元
恪
草
木
虫
魚
疏
（
塩
邑
志
林
）

（
ｇ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
（
津
逮
秘
書
）

（
ｈ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
（
学
津
討
原
）

（
ｉ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
古
経
解
彙
函
）

陸
氏
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
の
基
礎
的
研
究

―
篇
目
か
ら
見
る
各
本
の
相
違

矢
島　

明
希
子
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（
ｊ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
（
頤
志
齋
叢
書
）

（
ｋ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
（
経
学
輯
要
）

（
ｌ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
乾
隆
五
十
七
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
）

（
ｍ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
光
緒
二
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
）

（
ｎ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
光
緒
六
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
）

（
ｏ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
光
緒
二
〇
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
）

（
ｐ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
光
緒
二
十
一
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
）

（
ｑ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
校
正
（
聚
学
軒
叢
書
）

（
ｒ
）
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
（
四
庫
全
書
）

（
ｓ
）
草
木
疏
校
正
（
白
鷺
洲
書
院
刊
）

（
ｔ
）
毛
詩
艸
木
鳥
獣
虫
魚
疏
（
羅
振
玉
刊
）

　

こ
れ
ら
の
多
く
が
叢
書
中
に
収
め
ら
れ
た
本
で
あ
り
、
単
刊
と
み
ら
れ

る
の
は
（
ｓ
）
白
鷺
洲
書
院
本
、（
ｔ
）
羅
振
玉
校
本
の
み
で
あ
る
。

　

現
在
伝
わ
る
陸
疏
は
、
毛
詩
正
義
な
ど
に
引
か
れ
た
佚
文
を
集
成
し
た

書
と
さ
れ
、
伝
本
に
よ
っ
て
異
同
が
多
い
。
本
書
は
詩
経
研
究
及
び
本
草

学
・
訓
詁
学
の
基
本
文
献
で
あ
り
、
歴
史
研
究
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
動

植
物
な
ど
周
囲
の
環
境
に
関
す
る
知
識
の
継
承
を
研
究
す
る
上
で
欠
か
せ

な
い
文
献
で
あ
る
が
、
各
本
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
拙
稿
で
は
ま
ず
各
本
の
篇
目
を
整
理
す
る

こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
把
握
し
、
陸
疏
刊
行
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ

と
を
目
的
と
す
る3

。

一
．
陸
疏
の
内
容
と
撰
者

（
一
）
内
容
と
形
式

　

陸
疏
は
、
毛
詩
に
登
場
す
る
動
植
物
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
を
持
ち
、

本
草
学
に
近
い
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る4

。
例
え
ば
、
重
較
説
郛
本
の

第
一
篇
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

方
秉
蕑
兮

蕑
即
蘭
香
草
也
。
春
秋
傳
曰
、
刈
蘭
而
卒
。
楚
辭
曰
、
紉
秋
蘭
。
孔

子
曰
、
蘭
當
爲
王
者
。
香
草
皆
是
也
。
其
莖
葉
似
藥
草
澤
蘭
、
但
廣

而
長
節
、
節
中
赤
、
高
四
五
尺
。
漢
諸
池
苑
及
許
昌
宮
中
皆
種
之
。

可
著
粉
中
、
故
天
子
賜
諸
侯
庄
蘭
、
藏
衣
著
書
中
辟
白
魚
也
。

　

篇
題
の
「
方
秉
蕑
兮
」
は
、
毛
詩
・
鄭
風
・
溱
洧
の
一
句
で
あ
る
。
本

文
は
毛
詩
に
詠
ま
れ
た
草
木
鳥
獣
の
異
名
を
挙
げ
、
そ
の
姿
形
や
生
息
地
・

用
途
な
ど
を
記
録
し
て
い
る5

。
上
巻
に
草
木
、
下
巻
に
鳥
獣
魚
虫
を
収
め
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る
。
各
篇
の
字
数
は
少
な
い
篇
で
十
三
字
（
采
荼
薪
樗
）、
多
い
篇
で
は

二
百
二
十
一
字
（
有
鱣
有
鮪
）
と
篇
ご
と
に
情
報
量
の
差
が
大
き
い
。
各

篇
は
草
・
木
・
鳥
・
獣
・
魚
・
虫
の
順
に
配
列
さ
れ
る
が
、
各
類
の
中
で

の
配
列
は
、
篇
題
の
出
典
で
あ
る
現
行
毛
詩
の
配
列
と
は
無
関
係
で
あ
り
、

規
則
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
（
末
尾
表
参
照
）。

（
二
）
撰
者
と
成
立
年
代

　

現
在
、
本
書
の
撰
者
及
び
そ
の
年
代
は
、
三
国
呉
の
陸
璣
の
撰
に
よ
る

も
の
と
す
る
見
方
が
優
勢
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
陸
疏
の
う
ち
、

最
も
編
纂
が
古
い
元
・
陶
宗
儀
編
（
重
較
）
説
郛
所
収
本
は
「
唐
陸
璣
撰
」

と
す
る
。
た
だ
、
陸
疏
と
見
ら
れ
る
書
目
は
す
で
に
隋
書
・
経
籍
志
に
、

毛
詩
草
木
蟲
魚
疏
二
巻　

烏
程
令
呉
郡
陸
機
撰

と
見
え
、
唐
人
の
撰
と
す
る
に
は
矛
盾
す
る
。
唐
宋
の
書
目
解
題
も
説
が

分
か
れ
る
。

・
経
典
釈
文
・
序
録
（
唐
・
陸
徳
明
）

陸
璣
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻
、
字
元
恪
、
呉
郡
人
、
呉
太
子
中

庶
子
、
烏
程
令
。

・
崇
文
總
目

毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻

原
釋
呉
太
子
中
庶
子
烏
程
令
陸
璣
撰
。
世
或
以
璣
爲
機
非
也
。
機
自

爲
晉
人
、
本
不
治
詩
。
今
應
以
璣
爲
正
。
然
書
但
附
詩
釋
誼
、
窘
于

采
獲
、
似
非
通
儒
者
所
爲
者
。
將
後
世
失
傳
不
得
其
眞
歟
。

・
直
斎
書
録
解
題
（
南
宋
・
陳
振
孫
）

毛
詩
鳥
獸
草
木
蟲
魚
疏
二
巻

題
呉
郡
庶
子
陸
璣
撰
。
案
館
閣
書
目
稱
呉
中
庶
子
烏
程
令
、
字
元
恪
、

呉
郡
人
、
據
陸
氏
釋
文
也
。
其
名
從
玉
、
固
非
晉
之
士
衡
、
而
其
書

引
郭
璞
注
爾
雅
、
則
當
在
郭
之
後
、
亦
未
必
爲
呉
時
人
也
。
孔
疏
呂

記
多
引
之
。

経
典
釈
文
及
び
崇
文
總
目
は
三
国
呉
の
人
物
と
す
る
が
、
直
斎
書
録
解
題

は
、
本
書
が
爾
雅
の
郭
璞
注
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
郭
璞
（
二

七
六–

三
二
四
）
以
降
の
人
物
と
す
る6

。

　

も
う
一
つ
は
、
陸
氏
の
名
が
「
璣
」
な
の
か
「
機
」
な
の
か
と
い
う
議

論
で
あ
る
。「
機
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
国
呉
か
ら
西
晋
時
代
の
文
人
・

陸
機
（
二
六
一
─

三
〇
三
）
が
想
定
さ
れ
る
。
陸
機
は
字
士
衡
、
三
国
呉

の
名
門
の
生
ま
れ
で
、
呉
が
滅
ぼ
さ
れ
た
後
上
洛
し
、
博
物
志
な
ど
を
著

し
た
張
華
と
交
流
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら7

、
博
物
学
的
内
容
を
持
つ
陸

疏
の
撰
者
と
考
え
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
陸
士

衡
説
を
否
定
す
る
論
者
は
、
崇
文
總
目
に
「
機
自
爲
晉
人
、
本
不
治
詩
」
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と
あ
る
よ
う
に
、
陸
士
衡
が
毛
詩
に
注
釈
し
た
と
い
う
伝
記
が
残
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
そ
の
根
拠
と
す
る
。
一
方
、
陸
元
恪
な
る
人
物
に
は
何
の

伝
記
も
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
ち
ら
も
直
接
的
な
手
が
か
り
は
な
い
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
小
林
清
市
氏
は
引
書
や
そ
の
内
容
的
特
徴
な
ど

か
ら
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
小
林
氏
に
よ
る
と
、
陸
疏
の
引
書
あ
る
い

は
人
物
の
中
で
は
「
魏
博
士
濟
陰
周
元
明
」
と
「
神
農
本
草
経
」
が
最
も

新
し
い
時
代
に
属
し
、
晋
及
び
そ
れ
以
降
の
も
の
は
全
く
な
く
、
内
容
的

特
徴
か
ら
し
て
も
魏
晋
か
ら
後
魏
の
詩
注
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
最
終
的
に
小
林
氏
は
以
下
の
よ
う
に
仮
定
す
る
。

陸
疏
の
成
立
は
あ
る
い
は
郭
璞
、
崔
豹
に
先
ん
ず
る
時
代
に
仮
定
さ

れ
得
な
い
だ
ろ
う
か
。
隋
書
・
経
籍
志
に
撰
人
不
記
の
「
毛
詩
義
疏
」

が
複
数
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
斉
民
要
術
の
引
用
に
際
し
て
は
「
陸

機
」
も
「
草
木
」
の
名
も
な
く
す
べ
て
「
詩
義
疏
」「
詩
疏
」
の
名

で
あ
る
こ
と
、
孔
疏
、
経
典
釈
文
以
降
始
め
て
「
陸
機
疏
」「
草
木
疏
」

の
名
が
定
着
し
た
こ
と
は
陸
疏
の
匿
名
性
を
表
し
て
い
る
。
陸
元
恪

な
る
人
の
実
在
を
疑
う
根
拠
は
な
い
が
、
か
か
る
状
況
か
ら
現
存
の

陸
疏
は
複
数
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
後
に
陸
機
の
名
を
託
さ
れ
た

と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
複
数
の
手
に
な
る
も
の
な
ら
、
あ
る

い
は
成
立
期
の
詮
索
は
無
意
味
か
も
し
れ
な
い
。
敢
え
て
郭
璞
以
前

に
拘
泥
す
る
の
は
、
陸
疏
中
に
淘
汰
さ
れ
ず
に
残
る
奇
談
怪
説
の
類

が
郭
璞
の
諸
注
で
は
払
拭
さ
れ
、
よ
り
精
緻
な
観
察
眼
を
持
つ
に
至
っ

て
い
る
点
を
重
視
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
成
立
が
非
常
に
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る8

。
手
が
か
り
が
少
な
い
た
め
、
拙
稿
で
は
こ
の
問
題
に
深
入
り
す

る
の
は
避
け
た
い
。
書
誌
学
的
に
見
る
と
、
本
書
の
撰
者
と
そ
の
年
代
の

表
記
に
は
、
①
呉
・
陸
璣
、
②
呉
・
陸
機
、
③
唐
・
陸
璣
の
三
種
が
存
在

す
る
。
上
記
の
各
本
を
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
呉
・
陸
璣

（
ｆ
）
塩
邑
志
林
本
、（
ｊ
）
頤
志
齋
叢
書
本
、（
ｉ
）
古
経
解
彙
函

本
、（
ｋ
）
経
学
輯
要
本
、（
ｌ
）
～
（
ｐ
）
増
訂
漢
魏
叢
書
本
、（
ｑ
）

聚
学
軒
叢
書
本
、（
ｓ
）
白
鷺
洲
書
院
本

②
呉
・
陸
機

（
ｔ
）
羅
振
玉
校
本

③
唐
・
陸
璣

（
ａ
）
重
較
説
郛
本
、（
ｂ
）
唐
宋
叢
書
本
、（
ｃ
）
続
百
川
学
海
本
、

（
ｄ
）
亦
政
堂
鐫
陳
眉
公
普
秘
笈
集
本
、（
ｅ
）
宝
顔
堂
秘
笈
普
集
本
、

（
ｇ
）
津
逮
秘
書
本
、（
ｈ
）
学
津
討
原
本

　

各
本
の
刊
行
年
代
に
つ
い
て
は
以
下
に
述
べ
る
が
、
重
較
説
郛
な
ど
明
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版
の
ほ
と
ん
ど
が
③
唐
・
陸
璣
説
を
採
り
、
清
代
に
な
る
と
①
呉
・
陸
璣

説
が
優
勢
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

二
．
各
校
本
に
つ
い
て

　

校
者
ご
と
に
各
本
の
書
誌
情
報
及
び
特
徴
を
概
述
す
る
。
校
者
に
よ
っ

て
分
類
す
る
理
由
は
、
そ
の
校
訂
に
よ
っ
て
収
録
篇
数
や
編
成
が
異
な
る

た
め
で
あ
る
。

（
一
）
重
較
説
郛
本
（
章
斐
然
校
）

（
ａ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
二
巻　

唐
陸
璣
撰　
〔
明
〕〔
章
斐
然
〕　

校

　

重
較
説
郛
（
元
陶
宗
儀
撰
）
所
収　

宛
委
山
堂
蔵
板　

清
順
治
四

年
（
一
六
四
七
）
序
刊
〈
東
洋
文
庫
：V

–5–A
–11

〉

（
ｂ
）
同　

唐
宋
叢
書
（
明
鍾
人
傑
等
編
）
所
収　

経
徳
堂
蔵
板
〈
東
洋

文
庫
：V

–5–A
–5

〉

（
ｃ
）
同　

續
百
川
學
海　

甲
集
（
明
呉
永
編
）
所
収
〈
東
洋
文
庫
：

V
–5–A

–34

〉

左
右
双
辺
（
十
九
・
〇
×
十
三
・
〇
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
二
〇
字
、

ま
れ
に
注
あ
り
小
字
双
行
、
版
心
白
口
単
黒
魚
尾

（
ａ
）
重
較
説
郛
本
・（
ｂ
）
続
百
川
学
海
本
・（
ｃ
）
唐
宋
叢
書
本
は
同

版
で
あ
る
。
た
だ
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
続
百
川
学
海
本
に
は
「
唐
呉
郡
陸

璣
撰
」
と
い
う
撰
者
名
の
下
に
「
章
斐
然
校
」
と
校
者
を
刻
す
の
に
対
し

て
、
同
所
蔵
の
唐
宋
叢
書
本
と
重
較
説
郛
本
で
は
校
者
名
及
び
尾
題
を
欠

く
。
倉
田
淳
之
介
氏
は
、
説
郛
の
版
本
研
究
の
中
で
こ
れ
ら
三
叢
書
の
関

係
に
言
及
し
、
続
百
川
学
海
や
唐
宋
叢
書
の
版
が
万
暦
末
か
ら
天
啓
初
に

書
肆
を
中
心
と
し
た
編
纂
事
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
重
較
説
郛
は
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
版
を
吸
収
し
て
刊
刻
さ
れ
た
と
す
る9

。
確
か
に
、
東
洋
文
庫
所

蔵
の
三
叢
書
所
収
陸
疏
を
比
較
す
る
と
、
続
百
川
学
海
本
が
早
印
の
よ
う

で
、
巻
首
の
校
者
名
と
尾
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
初
印
本
と
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
が
同
所
蔵
の
唐
宋
叢
書
本
と
重
較
説
郛
本
で
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
同
所
蔵
の
三
本
は
、
続
百
川
学
海
本
、
唐
宋
叢
書
本
、
重
較

説
郛
本
の
順
で
印
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
（
以
下
、
人
文
研
）
所
蔵
の
三
本
を
比
較
す
る
と
、
続
百
川

学
海
本
〈
人
文
研
：
叢–I–2–30

〉
に
は
校
者
と
尾
題
を
削
除
し
た
版
が

用
い
ら
れ
、
重
較
説
郛
本
〈
人
文
研
：
叢–I–1–6

〉
よ
り
後
印
、
唐
宋
叢

書
本
〈
人
文
研
：
叢–I–2–33

〉
と
は
同
時
期
の
印
行
と
見
受
け
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
三
叢
書
は
、
万
暦
末
か
ら
天
啓
初
に
か
け
て
初
印
の
版

が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
に
校
者
を
削
る
な
ど
の
修
を
施
し
数
次
に
わ
た
っ

て
印
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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以
上
の
三
叢
書
に
流
用
さ
れ
た
版
に
つ
い
て
、
ひ
と
ま
ず
、
そ
の
編
纂

時
期
が
最
も
早
い
説
郛
の
名
を
代
表
と
し
て
、
重
較
説
郛
本
と
呼
ぶ
。

（
二
）
姚
士
麟
校
本

（
ｄ
）
刻
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

唐
陸
璣
撰　

明
姚
士
麟
・
沈
啟

先
等
校　

亦
政
堂
鐫
陳
眉
公
普
秘
笈
集
（
明
陳
繼
儒
輯
）
所
収　

明

泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
序
刊
〈
内
閣
文
庫
：370–52/2

〉

四
周
単
辺
（
十
九
・
七
×
十
二
・
三
）
有
界
、
毎
半
葉
八
行
十
八
字
、

ま
れ
に
注
あ
り
小
字
双
行
、
版
心
白
口
魚
尾
な
し

　
【
重
刻
】

（
ｅ
）
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

唐
陸
璣
撰　

明
姚
士
麟
・
沈
啟
先

等
校　

寶
顏
堂
秘
笈
普
集
所
収　

民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）

文
明
書
局
石
印
〈
慶
應
義
塾
大
学
：1005–806–8
〉

四
周
双
辺
（
十
六
・
二
×
一
〇
・
一
）
有
界
、
毎
半
葉
十
六
行

三
十
六
字
、
句
点
有
り
、
ま
れ
に
注
あ
り
小
字
双
行
、
版
心
白

口
単
黒
魚
尾

（
ｆ
）
陸
元
恪
草
木
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

明
姚
士
麟
・
鄭
端
胤
・

劉
祖
鍾
校　

塩
邑
志
林
（
明
樊
維
城
輯
）
所
収　

明
天
啓
三
年
（
一

六
二
三
）
序
刊
〈
東
洋
文
庫
：Ⅺ

/3–A
–7/7

11

〉

左
右
双
辺
（
二
〇
・
〇
×
一
三
・
九
）
有
界
、
毎
半
葉
一
〇
行
十
九

字
、
ま
れ
に
注
あ
り
小
字
双
行
、
版
心
白
口
単
黒
魚
尾

　

姚
士
麟
は
明
末
浙
江
嘉
興
府
海
塩
の
蔵
書
家
で
あ
り
、
同
学
の
胡
震
亨

と
共
に
多
く
の
書
物
を
校
勘
・
編
纂
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三

本
は
、
と
も
に
姚
士
麟
を
校
者
の
筆
頭
に
挙
げ
て
い
る
が
、（
ｄ
・
ｅ
）

陳
眉
公
普
秘
笈
集
本
と
（
ｆ
）
塩
邑
志
林
本
で
は
校
訂
の
内
容
が
異
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
詳
し
く
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
亦
政
堂
鐫
陳
眉
公
普
秘
笈
集
（
以
下
、
明
刊
普
秘
笈
）
は
明
末

の
代
表
的
な
文
人
の
一
人
で
あ
り
出
版
事
業
者
で
あ
る
陳
継
儒
（
号
は
眉

公
、
室
名
は
宝
顔
堂
）
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
叢
書
で
あ
る
。
秘
笈
シ
リ
ー

ズ
に
は
普
集
の
他
に
、
正
・
続
・
広
集
な
ど
か
ら
成
り
、
万
暦
年
間
よ
り

浙
江
嘉
興
府
秀
水
の
沈
徳
先
・
沈
孚
先
兄
弟
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た11

。
明

刊
秘
笈
に
冠
さ
れ
た
「
亦
政
堂
」
や
「
尚
白
齋
」
は
、
沈
兄
弟
の
室
名
で

あ
る
。
校
者
に
併
記
さ
れ
る
沈
啟
先
も
沈
兄
弟
の
親
類
で
あ
ろ
う
。
姚
士

麟
は
、
尚
白
齋
鐫
陳
眉
公
宝
顔
堂
秘
笈
に
序
を
寄
せ
て
お
り
、
沈
兄
弟
と

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る11

。
民
国
に
刊
行
さ
れ
た
宝
顔
堂
秘
笈

普
集
は
、
こ
の
重
刻
で
あ
る
。

　

一
方
の
塩
邑
志
林
本
は
、
本
書
の
校
者
と
し
て
姚
士
麟
の
他
、
鄭
端
胤
・

劉
祖
鍾
と
い
う
名
が
連
な
る
別
本
で
あ
る
。
塩
邑
志
林
は
、
海
塩
県
知
の
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樊
維
城
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
郡
邑
叢
書
で
、
朱
国
祚
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

姚
士
麟
・
胡
震
亨
が
筆
を
執
り
、
鄭
茂
才
・
劉
祖
鍾
が
秘
本
を
供
出
し
支

援
し
た
と
い
う11

。
つ
ま
り
、
明
刊
普
秘
笈
本
と
塩
邑
志
林
本
は
、
浙
江
嘉

興
府
の
海
塩
と
秀
水
と
い
う
隣
接
地
域
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
同

じ
校
者
の
名
を
掲
げ
、
異
な
る
版
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

姚
士
麟
は
、
本
書
の
校
訂
に
つ
い
て
自
著
の
見
只
編
（
塩
邑
志
林
所
収
）

上
巻
に
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

余
筺
中
有
毛
詩
艸
木
蟲
魚
疏
一
巻
、
題
曰
呉
太
子
中
庶
子
烏
程
令
呉

郡
陸
璣
元
恪
撰
。
陳
氏
書
錄
解
題
謂
此
書
多
引
郭
氏
、
似
非
呉
人
。

余
謂
陳
氏
所
見
、
特
邢
昺
疏
後
抄
出
以
備
一
種
者
耳
。
若
余
所
藏
、

則
艸
之
類
五
十
、
木
之
類
三
十
有
四
、
鳥
之
類
二
十
有
三
、
獸
之
類

九
、
魚
之
類
十
、
蟲
之
類
十
有
八
、
未
嘗
一
條
引
及
郭
氏
者
。
余
備

檢
爾
雅
、
木
槿
紅
藚
𦯠𦯠 

栵
栭
碩
鼠
諸
條
有
引
及
郭
氏
者
、
然
其
語
意

似
皆
疏
人
互
引
、
抄
者
混
入
之
耳
。
且
余
本
後
有
魯
齊
韓
毛
四
詩
授

受
、
與
漢
書
儒
林
傳
相
爲
表
裏
。

　

こ
の
記
述
か
ら
、
姚
士
麟
は
陸
疏
に
郭
璞
の
引
用
が
あ
る
と
す
る
説
に

は
否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
塩
邑
志
林
本
は
撰
者
名
を
明
記
せ

ず
、
叢
書
の
総
目
録
で
は
本
書
を
三
国
呉
時
代
の
著
作
と
す
る
。
一
方
、

明
刊
普
秘
笈
本
は
巻
頭
に
て
撰
者
を
「
唐
呉
郡
陸
璣
元
恪
撰
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
本
が
等
し
く
姚
士
麟
の
校
を
経
た
と
は
考
え
に

く
い11

。
た
だ
、
少
な
く
と
も
塩
邑
志
林
本
の
方
が
姚
士
麟
の
校
勘
を
反
映

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
毛
晋
広
要
本

（
ｇ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
廣
要
四
巻　

唐
陸
璣
撰　

明
毛
晉
校
注

津
逮
秘
書
（
明
毛
晉
編
）
所
収　

明
汲
古
閣
刊
〈
内
閣
文
庫
：237 

–248

〉

左
右
双
辺
（
十
九
・
〇
×
十
三
・
二
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
十
九
字
、

本
文
中
ま
れ
に
校
注
あ
り
小
字
双
行
、
各
篇
尾
に
案
語
を
附
す
（
一

格
低
）、
版
心
白
口
魚
尾
な
し

　
【
重
刻
】

（
ｈ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
廣
要
四
巻　

唐
陸
璣
撰　

明
毛
晉
校

注　

清
張
海
鵬
校　

学
津
討
原
（
清
張
海
鵬
編
）
所
収　

清

嘉
慶
十
一
年
（
一
八
〇
六
）
序　

照
曠
閣
刊
〈
内
閣
文
庫
：

371–33

〉

左
右
双
辺
（
十
九
・
一
×
十
三
・
〇
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行

二
十
一
字
、
本
文
中
ま
れ
に
注
あ
り
小
字
双
行
、
各
篇
尾
に
案

語
を
附
す
（
一
格
低
）、
版
心
線
黒
口
魚
尾
無
し
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（
ｇ
）
毛
晋
広
要
本
は
、
明
末
蘇
州
常
熟
の
大
蔵
書
家
で
あ
る
毛
晋
自

ら
長
大
な
注
を
附
し
編
纂
・
出
版
し
た
本
で
、
先
行
本
の
上
下
巻
を
さ
ら

に
上
下
に
二
分
し
全
四
巻
と
す
る
。
毛
晋
は
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）

の
自
序
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

陸
璣
草
木
鳥
獣
蟲
魚
疏
一
書
、
向
来
傳
播
詩
人
之
耳
、
聲
若
震
霆
、

思
一
見
而
不
可
得
。
余
乍
得
而
鼓
掌
、
曰
…
…
可
以
盪
目
遨
魂
、
披

發
吾
十
年
聾
瞽
。
及
展
巻
讀
之
、
堦
前
梧
影
未
移
、
而
巻
帙
已
告
誜

矣
。
嗚
呼
、
昔
人
所
謂
窘
于
採
擇
…
…
况
相
傳
日
久
、
愈
失
其
真
。

…
…
時
余
方
訂
正
十
三
經
注
疏
、
於
詩
經
尤
不
敢
釋
手
、
遂
因
陸
氏

所
編
若
干
題
目
、
繕
寫
本
文
、
旁
通
爾
雅
郭
鄭
諸
子
曁
有
補
經
學
之

書
、
芟
其
蕪
穢
、
潤
其
簡
略
、
正
其
淆
訛
、
又
叅
之
確
聞
的
見
、
自

戸
庭
以
及
山
巓
水
湄
平
疇
異
域
。
凡
植
者
浮
者
飛
者
走
者
鳴
而
躍
者

潜
伏
而
變
化
者
、
無
不
蒐
列
、
命
之
曰
廣
要
。
更
有
陸
氏
所
未
載
、

如
葛
桃
燕
鵲
之
類
、
循
本
經
之
章
次
而
補
遺
焉
。

　

毛
晋
は
十
三
経
注
疏
の
校
訂
を
行
う
中
で
陸
疏
に
も
校
訂
を
施
し
、
篇

目
を
増
補
し
た
と
述
べ
る
。
校
合
対
象
に
つ
い
て
、
改
訂
し
た
篇
の
校
注

に
は
「
舊
本
」「
坊
刻
」「
向
刻
」
と
し
か
注
記
が
な
い
た
め
、
毛
晋
が
ど

の
よ
う
な
本
を
参
照
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
当
時
す
で
に
重
較
説
郛
本
・

姚
士
麟
校
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
特
に
姚
士
麟
等
校
本
は

地
域
的
に
毛
晋
が
拠
点
と
す
る
常
熟
と
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毛
晋

が
こ
れ
ら
を
手
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い11

。

　
（
ｈ
）
学
津
討
原
は
、
同
郷
常
熟
の
張
海
鵬
が
津
逮
秘
書
所
収
毛
晋
広

要
本
を
重
刻
し
た
本
で
あ
る
。
こ
の
末
尾
に
は
、「
多
識
／
於
鳥
／
獸
草

／
木
之
名
」
と
い
う
論
語
の
一
句
を
印
文
と
し
た
印
が
刻
ま
れ
、
本
書
の

性
格
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
重
較
説
郛
本
や
姚
士
麟
校
本
に
は
注
釈
や
校
語
の
類
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
毛
晋
は
す
べ
て
の
篇
に
詳
細
な
注
釈
を
施

し
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
校
者
の
注
を
附
し
た
版
が
現
れ
る
。

（
四
）
趙
佑
校
正
本

（
ｓ
）
草
木
疏
校
正
二
巻　
〔
呉
陸
璣
撰
〕　

清
趙
佑
校
注　

清
丁
杰
覆
校

乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
跋　

白
鷺
洲
書
院
石
印
〈
東
大
総
合
：

B60–759

〉

四
周
双
辺
（
二
〇
・
五
×
十
三
・
六
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
二
〇
字
、

注
あ
り
小
字
双
行
、
句
点
あ
り
、
篇
尾
に
案
語
を
附
す
（
一
格
低
）、

版
心
白
口
単
黒
魚
尾

　
【
重
刻
】

（
ｑ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
校
正
二
巻　
〔
呉
陸
璣
撰
〕　

清
趙
佑
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撰
注　

清
丁
杰
覆
校　

乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
跋　

聚

学
軒
叢
書
（
清
劉
世
珩
編
校
）
所
収　

光
緖
刊
〈
東
洋
文
庫
：

V
–5–B–165

〉

左
右
双
辺
（
十
五
・
九
×
十
一
・
九
）、
有
界
、
毎
半
葉
十
一

行
二
十
一
字
、
注
あ
り
小
字
双
行
、
篇
尾
に
案
語
を
附
す
（
一

格
低
）、
版
心
粗
黒
口
双
黒
魚
尾
（
対
向
）

（
ｓ
）
白
鷺
洲
書
院
本
は
、
本
文
中
に
小
字
双
行
で
校
注
や
典
拠
を
附
し
、

多
く
の
篇
の
末
尾
に
趙
佑
（
浙
江
仁
和
の
人
、
号
は
鹿
泉
）
の
案
語
を
附

す
。
趙
佑
の
乾
隆
四
十
四
年
（
一
七
七
九
）
自
序
に
よ
れ
ば
、

陸
璣
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻
、
元
陶
宗
儀
載
在
説
郛
、
及
明
末

毛
晉
爲
之
廣
要
、
入
津
逮
秘
書
。
今
世
現
行
、
唯
此
二
本
。
以
校
陸

德
明
・
孔
穎
達
・
邢
昺
・
鄭
樵
・
羅
願
衆
家
所
引
、
皆
具
其
中
。
有

引
未
及
盡
者
、
可
藉
以
補
其
闕
、
正
其
譌
。
亦
有
明
見
諸
引
而
此
亡

之
、
蓋
非
完
書
。
陶
本
舛
錯
脱
棄
特
多
、
毛
本
較
善
、
然
於
陶
本
之

失
、
仍
未
能
悉
加
釐
正
也
。

と
、
当
時
、
本
書
は
重
較
説
郛
本
と
毛
晋
広
要
本
の
二
本
の
み
で
、
ど
ち

ら
も
完
全
で
は
な
く
、
特
に
重
較
説
郛
本
は
誤
脱
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。
本
書
の
校
訂
に
つ
い
て
は
、

又
過マ
マ

爰
取
二
本
異
同
、
校
以
諸
家
別
錄
而
是
正
之
。
凡
應
改
定
題
目
、

増
訂
文
字
、
可
疑
之
處
、
悉
附
見
於
本
文
中
、
率
以
詩
爾
雅
疏
釋
文

爲
之
主
、
並
繫
之
案
。
至
毛
氏
所
論
得
失
、
自
有
廣
要
在
、
如
唐
棣

常
棣
、
已
與
予
詩
細
適
合
、
不
暇
復
論
、
間
有
贅
及
、
讀
者
亦
可
覽

而
知
所
裁
也
。

と
し
、
本
文
中
に
重
較
説
郛
本
や
毛
晋
広
要
本
な
ど
先
行
刊
本
及
び
詩
疏

や
爾
雅
疏
な
ど
と
の
校
合
注
を
挟
み
、
各
篇
の
尾
に
案
語
を
附
す
毛
晋
広

要
本
と
同
様
の
形
式
を
取
る
。
王
謨
は
、
増
訂
漢
魏
叢
書
に
収
録
し
た
本

書
に
対
す
る
識
語
の
中
で
、
趙
佑
校
本
に
つ
い
て
「
大
宗
師
仁
和
趙
鹿
泉

先
生
著
述
、
最
富
于
毛
詩
学
用
功
尤
深
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
趙
佑
は
乾
隆
五
十
四
年
か
ら
五
十
七
年
に
学
政
と
し
て
江
西
に

赴
任
し
て
お
り11

、
在
任
中
で
あ
る
乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
の
跋
文

に
よ
れ
ば
、
江
西
の
白
鷺
洲
書
院
で
丁
杰
（
号
は
小
山
）
が
校
点
し
た
別

鈔
本
に
よ
っ
て
、
本
書
を
覆
校
し
て
い
る11

。

湖
州
丁
進
士
杰
小
山
、
篤
志
古
學
、
勤
於
考
訂
。
嘗
從
明
續
百
川
學

海
中
、
錄
出
陸
氏
詩
疏
、
詳
加
校
讐
。
亦
不
遺
毛
氏
廣
要
本
、
爲
之

補
正
缺
謬
。
…
…
當
己
亥
序
校
正
時
、
君
方
在
京
、
已
有
成
編
而
未

相
識
也
。
比
己
酉
來
豫
章
、
九
月
廿
五
日
、
小
山
自
歙
來
投
翁
覃
溪
、

適
覃
溪
與
予
交
代
、
已
成
行
、
予
乃
款
之
院
東
軒
。
行
李
無
多
、
所

携
新
舊
書
籍
種
數
特
夥
、
言
動
甚
恪
愿
…
…
小
山
見
予
舊
著
經
説
各
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種
、
尤
以
陸
疏
校
正
與
其
所
輯
多
相
入
者
、
携
去
別
鈔
一
本
、
加
點

勘
焉
、
分
綴
硃
墨
於
其
上
、
所
以
爲
予
益
者
甚
勤
。
蓋
予
爲
是
稿
、

初
僅
數
月
畢
功
、
良
不
無
疎
略
、
惟
宛
彼
鳴
鳩
條
、
嘗
經
孫
侍
御
志

祖
頤
谷
爲
予
稍
一
參
證
、
既
収
之
、
以
志
朋
友
之
善
。
又
于
役
南
北
、

無
暇
覆
詳
、
藉
小
山
力
、
居
然
適
願
。
即
此
可
見
小
山
之
學
之
博
、

意
之
誠
、
與
頤
谷
皆
非
苟
雷
同
、
故
今
復
就
所
綴
、
別
以
丁
云
補
見

各
條
中
、
屬
外
甥
陳
震
亨
、
合
鈔
存
之
而
識
處
尾
、
自
可
與
丁
君
之

書
各
不
相
揜
也11

。

（
五
）
石
永
齢
校
本

（
ｌ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

石
永
齡
校　

清
王
謨

識　

増
訂
漢
魏
叢
書
（
清
王
謨
編
）
八
十
六
種
本
所
収　

清
乾
隆
五

十
七
（
一
七
九
二
）
年　

愛
日
堂
刊
〈
慶
應
義
塾
：48/16/1
〉

左
右
双
辺
（
十
八
・
九
×
十
三
・
三
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
二
〇
字
、

版
心
白
口
単
黒
魚
尾

　
【
重
刻
】

（
ｍ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

清
石
永
齡
校　

増
訂
漢
魏
叢
書
（〔
清
〕〔
王
謨
〕
編
）
八
十
六
種
本
所
収　

清

光
緖
二
年
（
一
八
七
六
）
紅
杏
山
房
蔵
板　

民
国
四
年
（
一
九

一
五
）
四
川
盧
樹
枏
梓
卿
補
修
〈
東
洋
文
庫
：E/5–B/0001

〉

四
周
双
辺
（
十
八
・
四
×
十
三
・
五
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行

二
〇
字
、
版
心
白
口
単
白
魚
尾
（
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
黒
魚
尾
）

（
ｎ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

清
石
永
齡
校　

増
訂
漢
魏
叢
書
（〔
清
〕〔
王
謨
〕
編
）
九
十
種
本
所
収　

光
緖

六
（
一
八
八
〇
）
年　

練
江
三
餘
堂
蔵
板
汪
氏
述
古
山
荘
刊
〈
東

大
総
合
：A

30–37

〉

四
周
単
辺
（
九
・
〇
×
六
・
七
）、
無
界
、
毎
半
葉
一
〇
行
二

〇
字
、
版
心
白
口
単
黒
魚
尾

（
ｐ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

清
石
永
齡
校　

清
王
謨
識　

増
訂
漢
魏
叢
書
（〔
清
〕〔
王
謨
〕
編
）
九
十
六
種

本
所
収　

光
緖
二
十
一
（
一
八
九
五
）
年　

石
印
〈
慶
應
義
塾
：

79/40/3

〉

四
周
単
辺
（
十
五
・
九
×
一
〇
・
七
）、
有
界
、
毎
半
葉
二
十

四
行
六
〇
字
、
版
心
下
象
鼻
の
み
線
黒
口
単
黒
魚
尾

　

こ
れ
ら
は
、
巻
首
に
校
者
と
し
て
「
瀘
溪
石
永
齡
校
」
の
名
を
刻
す
。

こ
の
人
物
は
「
増
訂
漢
魏
叢
書
参
閲
姓
氏
」
の
同
学
の
項
に
「
石
永
齡
介

夫
〈
濾
溪
〉」
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明11

。

増
訂
漢
魏
叢
書
の
重
刻
本
に
は
、
こ
の
他
（
ｏ
）
光
緖
二
〇
年
刊
本
が
あ
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る
が
、
こ
れ
は
丁
晏
校
序
を
附
す
た
め
、
ひ
と
ま
ず
丁
晏
校
本
と
し
て
扱

う
。
た
だ
、
篇
目
を
比
較
し
て
見
る
と
、
丁
晏
校
本
と
も
異
な
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
後
で
検
討
し
た
い
。

　

増
訂
漢
魏
叢
書
を
編
纂
し
た
王
謨
は
、
本
書
の
末
尾
に
以
下
の
よ
う
な

識
語
を
附
す11

。

右
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻
、
見
經
典
釋
文
、
云
呉
大
子
中
庶
子

鳥
程
令
陸
璣
撰
。
璣
字
元
恪
、
呉
郡
人
。
隋
志
及
通
志
藝
文
略
倶
題

作
陸
機
、
非
也
。
書
流
傳
甚
古
、
自
釋
文
及
孔
氏
詩
疏
・
邢
昺
爾
雅

疏
、
時
時
引
證
。
元
陶
宗
儀
始
采
入
説
郛
、
明
毛
子
晉
更
爲
詩
疏
廣

要
刊
入
津
逮
秘
書
中
、
而
何
氏
漢
魏
叢
書
反
棄
不
收
。
今
本
蓋
從
唐

宋
叢
書
采
補
、
仍
陶
本
也
。
據
經
義
考
、
姚
士
粦
言
所
藏
陸
氏
疏
本
、

凡
草
之
類
八
十
、
木
之
類
三
十
有
四
、
鳥
之
類
二
十
有
三
、
獸
之
類

九
、
魚
之
類
十
、
蟲
之
類
十
有
八
。
檢
今
本
數
皆
不
符
、
又
不
知
姚

氏
所
據
何
本
。
此
書
向
未
見
有
單
行
善
本
。
今
江
右
大
宗
師
仁
和
趙

鹿
泉
先
生
著
述
最
富
、
于
毛
詩
學
用
功
尤
深
、
既
著
有
詩
細
、
又
校

正
此
疏
、
參
合
陶
氏
説
郛
・
毛
氏
廣
要
二
本
、
并
取
釋
文
及
孔
邢
二

疏
所
引
、
句
櫛
字
比
、
加
以
案
斷
、
至
精
至
詳
、
然
後
此
書
得
稱
完

善
。
簡
出
書
藁
、
屬
湖
洲
丁
進
士
杰
小
山
覆
校
、
丁
君
遂
爲
雕
板
吉

安
白
鷺
洲
書
院
。
謨
因
問
請
頒
發
學
官
、
廣
爲
流
布
、
以
嘉
恵
土マ
マ

子

先
生
意
、
更
不
以
爲
可
、
然
學
者
而
欲
多
識
於
鳥
獣
草
木
之
名
、
則

於
是
書
不
可
不
知
所
宗
倘マ
マ

也
。
汝
上
王
謨
識
。

　

王
謨
は
、
先
行
刊
本
に
つ
い
て
述
べ
、
今
本
は
唐
宋
叢
書
本
（
す
な
わ

ち
重
較
説
郛
本
）
に
よ
っ
た
と
す
る
。
確
か
に
、（
ｌ
）
と
（
ｍ
）
は
、

重
較
説
郛
本
と
体
式
及
び
字
様
が
よ
く
似
て
い
る
。
王
謨
は
序
文
で
、
朱

彝
尊
の
経
義
考
が
「
姚
士
粦
言
」
と
し
て
示
す
篇
目
の
数
と
今
本
の
数
と

が
符
合
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る11

。
引
用
の
と
お
り
の
篇
数
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
姚
士
麟
蔵
本
は
計
百
七
十
四
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
行
の
刊

本
の
中
で
最
多
の
篇
数
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
掲
姚
士
麟
著

見
只
編
で
「
艸
之
類
五
十
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
朱
彝
尊
は
「
草
之
類
八
十
」

に
作
っ
て
お
り
、
朱
彝
尊
の
誤
り
だ
ろ
う
。

　

趙
佑
校
本
・
石
永
齢
校
本
は
皆
乾
隆
後
期
の
序
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

明
末
以
来
、
こ
の
時
期
に
再
び
陸
疏
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
六
）
四
庫
全
書
本

（
ｒ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

清
左
周
校　

清
莫
瞻

菉
覆
校
（
台
湾
商
務
印
書
館
刊
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
に
拠
る
た
め
、

体
式
は
略
す
）

　

四
庫
全
書
提
要
（
乾
隆
四
十
六
年
）
は
、
呉
人
陸
璣
説
を
採
る
根
拠
に
、
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本
書
が
隋
志
に
見
え
る
こ
と
、
郭
璞
の
注
と
明
記
し
た
箇
所
が
全
く
な
い

こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

又
毛
晉
津
逮
祕
書
所
刻
、
授
陳
振
孫
之
言
、
謂
其
書
引
爾
雅
郭
璞
注
、

當
在
郭
後
、
未
必
呉
人
。
因
而
題
曰
唐
陸
璣
。
夫
唐
代
之
書
、
隋
志

烏
能
著
錄
。
且
書
中
所
引
爾
雅
注
、
僅
及
漢
犍
爲
文
學
樊
光
、
實
無

一
字
渉
郭
璞
、
不
知
陳
氏
何
以
云
然
。
姚
士
粦
跋
已
辨
之
。
或
（
毛
）

晉
未
見
士
粦
跋
歟
。
原
本
久
佚
、
此
本
不
知
何
人
所
輯
。
大
抵
從
詩

正
義
中
錄
出
。

　

提
要
は
、
本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
姚
士
麟
の
説
を
採
る
。
管
見
の
か
ぎ

り
、
現
存
す
る
陸
疏
に
姚
士
麟
の
跋
文
を
附
す
も
の
は
な
い
が
、
お
そ
ら

く
前
述
し
た
見
只
編
の
一
節
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
に
現
れ

る
地
名
を
考
証
し
、

似
乎
諸
家
傳
寫
又
有
所
竄
亂
、
非
盡
原
文
。
然
勘
驗
諸
書
所
引
、
一

一
符
合
、
要
非
依
託
之
本
也
。
…
…
蟲
魚
草
木
、
今
昔
異
名
。
年
代

迢
遙
、
傳
疑
彌
甚
。
璣
去
古
未
遠
、
所
言
猶
不
甚
失
眞
。
詩
正
義
全

用
其
說
、
陳
啓
源
作
毛
詩
稽
古
編
、
其
駮
正
諸
家
、
亦
多
以
璣
說
爲

據
。
講
多
識
之
學
者
、
固
當
以
此
爲
最
古
焉
。

と
、
本
書
の
成
立
や
校
勘
に
疑
問
を
呈
し
な
が
ら
も
、
詩
注
の
基
本
文
献

と
し
て
一
応
の
価
値
を
認
め
て
い
る
。

ま
た
、
提
要
は
毛
晋
の
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
に
つ
い
て
、

採
摭
既
多
、
故
異
同
滋
甚
。
辨
難
考
訂
、
其
說
不
能
不
長
也
。
其
中

如
南
山
有
臺
一
條
、
則
引
韻
書
證
其
佚
脱
。
有
集
維
鷮
一
條
、
則
引

詩
緝
證
其
同
異
。
其
考
訂
亦
頗
不
苟
。
至
於
嗜
異
貪
多
、
毎
傷
支
蔓
。

…
…
蔓
延
及
於
石
刻
、
於
經
義
渺
無
所
關
。
核
以
詁
經
之
古
法
、
殊

乖
體
例
。
然
雖
傷
冗
碎
、
究
勝
空
疎
。
明
季
說
詩
之
家
、
往
往
簸
弄

聰
明
、
變
聖
經
爲
小
品
、
晉
獨
言
言
徴
實
、
固
宜
過
而
存
之
。

と
、
毛
晋
の
考
証
が
冗
長
で
核
心
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
こ

の
よ
う
な
批
判
は
明
代
の
類
書
に
対
し
て
も
見
ら
れ11

、
成
立
の
曖
昧
な
本

書
に
、
さ
ら
に
膨
大
な
注
を
施
し
た
毛
晋
広
要
本
に
も
同
様
の
評
価
を
下

し
た
と
い
え
よ
う
。

（
七
）
丁
晏
校
本

（
ｊ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

咸
豊
五
年
（
一
八
五

五
）
清
丁
晏
校
序　

頤
志
齋
叢
書
（
清
丁
晏
撰
）
所
収　

同
治
元
年

（
一
八
六
二
）
刊　

六
藝
堂
蔵
版
〈
東
洋
文
庫
：V

–2–146

〉

左
右
双
辺
（
十
八
・
六
×
十
二
・
九
）、
有
界
、
毎
半
葉
十
二
行
二

〇
字
、
注
あ
り
小
字
双
行
、
版
心
白
口
単
黒
魚
尾

　
【
重
刻
】
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（
ｉ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

咸
豊
五
年
（
一

八
五
五
）
清
丁
晏
校
序　

古
経
解
彙
函
第
十
五
（
清
鍾
謙
鈞

輯
）
所
収　

同
治
十
三
（
一
八
七
四
）
年
序
〈
慶
應
義
塾
：

72–100–13
〉

左
右
双
辺
（
十
八
・
〇
×
十
三
・
三
）、
有
界
、
毎
半
葉
一
〇

行
二
十
一
字
、
注
あ
り
小
字
双
行
、
版
心
白
口
単
黒
魚
尾

（
ｋ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

咸
豊
五
年
（
一

八
五
五
）
清
丁
晏
校
序　

六
藝
堂
校
本　

経
学
輯
要
巻
七
所
収

　

光
緖
十
三
年
（
一
八
八
七
）　

點
石
齋
校
印
〈
慶
應
義
塾
：

69–115–7

〉

左
右
双
辺
（
十
三
・
〇
×
八
・
一
）、
有
界
、
毎
半
葉
二
十
四

行
五
十
五
字
、
注
あ
り
小
字
双
行
、
版
心
白
口
単
黒
魚
尾

（
ｏ
）
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　

呉
陸
璣
撰　

咸
豊
五
（
一
八
五
五
）

年
清
丁
晏
校
序　

清
王
謨
識
増
訂
漢
魏
叢
書
（
清
王
謨
編
）
八
十
四

種
本
所
収　

光
緒
二
〇
（
一
八
九
六
）
年　

湖
南
藝
文
書
局
校
刊
〈
慶

應
義
塾
：79–12–10

〉

左
右
双
辺
（
十
四
・
〇
×
九
・
四
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
二
〇
字
、

版
心
白
口
単
黒
魚
尾

　

丁
晏
は
、
清
代
江
蘇
山
陽
の
人
物
で
、
堂
号
は
頤
志
斎
及
び
六
芸
堂
で

あ
る
。
本
書
の
校
勘
に
つ
い
て
、
咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
の
自
序
に
お

い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

炳
燭
之
明
、
手
自
讐
校
。
考
之
詩
疏
釋
文
及
唐
宋
類
書
、
比
勘
是
正
。

舊
毛
晉
津
逮
秘
書
本
・
王
謨
漢
魏
叢
書
本
、
王
本
譌
漏
殊
甚
、
脱
去

鹿
鳴
食
野
之
芩
疏
、
蒲
蒻
鶻
鳩
亦
佚
脱
、
今
悉
依
毛
刻
本
。
毛
脱
去

木
瓜
一
條
、
据
御
覽
引
補
入
。
訂
其
譌
字
、
増
其
闕
文
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
毛
晋
広
要
本
や
王
謨
の
漢
魏
叢
書
本
に
は
遺
漏
が
多

い
た
め
、
丁
晏
は
唐
や
宋
代
の
類
書
を
用
い
て
陸
疏
を
校
正
し
、
太
平
御

覧
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
正
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
本
文
中
に
小
字
双
行

に
て
校
注
を
挟
む
。

　

上
記
の
四
種
の
う
ち
、（
ｏ
）
増
訂
漢
魏
叢
書
（
光
緖
二
〇
）
は
丁
晏

の
序
文
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
注
釈
を
欠
く
う
え
、
篇
目
を
比
較
し
て

も
他
の
丁
晏
校
本
と
は
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
増
訂
漢
魏
叢
書
（
光
緖

二
〇
）
は
重
刻
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。

（
八
）
羅
振
玉
校
本

（
ｔ
）
毛
詩
艸
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
二
巻　
〔
呉
〕
陸
機
撰　

清
羅
振
玉
校　

光
緖
十
二
年
（
一
八
八
六
）
序
刊　

上
海
聚
珍
倣
宋
印
書
局　

排
印

〈
阪
大
総
合
：
石
濱–A

–4

〉
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左
右
双
辺
（
十
五
・
八
×
一
〇
・
二
）、
有
界
、
毎
半
葉
一
〇
行
二

十
一
字
、
注
小
字
双
行
、
版
心
線
黒
口
単
黒
魚
尾

　

羅
振
玉
は
、
光
緖
十
二
年
自
序
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

兒
學
治
詩
、
毛
鄭
外
、
兼
受
陸
機
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
。
機
生
於

三
國
、
去
古
不
遠
、
兩
漢
以
来
、
先
師
古
説
略
見
於
此
。
顧
世
鮮
善

本
、
近
習
見
者
、
明
毛
晉
陸
疏
広
要
本
・
國
朝
王
謨
漢
魏
叢
書
重
刻

説
郛
本
、
均
紕
繆
觸
目
。
山
陽
丁
氏
晏
以
二
本
不
便
學
者
、
援
據
古

籍
、
作
陸
疏
校
正
二
巻
、
譌
文
奪
字
、
均
有
匡
補
、
而
淮マ
マ

別
仍
復
錯

出
。
…
…
其
餘
淮マ
マ

別
、
亦
略
與
毛
王
二
本
埒
。
玉
爰
以
晷
暇
、
不
揣

荒
劣
、
糾
諸
經
疏
及
書
類
書
、
凡
所
徴
引
、
爲
比
量
異
同
、
刊
補
譌

佚
。
彌
月
以
来
、
匡
訂
數
百
處
。
其
有
顯
然
譌
誤
而
古
籍
無
徴
引
者
、

謹
闕
所
疑
、
不
敢
馮
肊
擅
改
、
以
詒
金
根
之
譏
。
此
疏
舊
本
百
三
十

三
題
、
丁
氏
據
齊
民
要
術
引
増
投
我
以
木
瓜
一
題
、
…
…
今
均
爲
改

正
、
統
得
百
四
十
有
二
題
。

　

先
行
刊
本
と
し
て
、
毛
晋
広
要
本
・
漢
魏
叢
書
本
・
丁
晏
校
本
に
言
及

し
て
い
る
。
漢
魏
叢
書
本
に
つ
い
て
、「
國
朝
王
謨
漢
魏
叢
書
重
刻
説
郛
本
」

と
し
て
お
り
、
羅
振
玉
は
漢
魏
叢
書
本
が
重
較
説
郛
本
の
重
刻
で
あ
る
と

み
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
王
謨
の
識
語
に
「
今
本
蓋
從
唐
宋
叢
書
采
補
仍

陶
本
也
」
と
あ
る
こ
と
に
拠
る
だ
ろ
う
。

三
．
篇
目
の
比
較

　

以
上
の
諸
本
を
さ
ら
に
収
録
篇
目
か
ら
整
理
し
て
い
き
た
い
。
四
庫
全

書
提
要
が
「
原
本
久
佚
、
此
本
不
知
何
人
所
輯
。
大
抵
從
詩
正
義
中
錄
出
」

と
い
う
よ
う
に
、
本
書
は
毛
詩
正
義
や
爾
雅
註
疏
に
「
詩
義
疏
」
や
「
陸

璣
疏
」
と
し
て
引
か
れ
る
断
片
を
収
集
し
た
輯
佚
本
と
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
本
に
よ
っ
て
は
収
録
篇
数
が
異
な
る
。
特
に
清
刊
本
で
は
王
謨
や
羅

振
玉
が
こ
れ
に
つ
い
て
議
論
し
て
お
り
、
篇
目
を
比
較
す
る
こ
と
で
各
校

本
の
系
統
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
各
校

本
の
篇
題
を
比
較
す
る
と
、
篇
題
の
字
句
を
現
行
毛
詩
に
一
致
す
る
よ
う

正
す
〈
是
正
〉
の
他
に
、
篇
題
と
な
る
詩
句
を
差
し
替
え
る
〈
差
替
〉、

篇
を
新
た
に
加
え
る
〈
増
補
〉、
篇
題
の
詩
句
を
補
完
す
る
〈
補
完
〉、
篇

の
分
割
や
統
合
あ
る
い
は
配
列
を
替
え
る
〈
改
編
〉
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
、
以
下
に
検
討
す
る
（
末
尾
表
参
照
）。

（
一
）
重
較
説
郛
本
系
…
重
較
説
郛
本
・
姚
士
麟
校
本
・
石
永
齢
校
本
・

四
庫
全
書
本

　

重
較
説
郛
本
系
は
、
草
類
四
十
八
、
木
類
三
十
一
、
鳥
類
二
十
二
、
獣
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類
七
、
魚
類
八
、
虫
類
十
六
の
計
百
三
十
二
篇
目
で
あ
る
。
最
も
早
期
に

刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
重
較
説
郛
本
（
ａ
・
ｂ
・
ｃ
）
の
篇
目
を
基

準
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
姚
士
麟
校
本

　

姚
士
麟
校
本
の
う
ち
普
秘
笈
本
（
ｄ
・
ｅ
）
は
、
重
較
説
郛
本
と
同
じ

篇
題
、
配
列
を
取
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
夾
注
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
重
較
説
郛
本
と
普
秘
笈
本
が
同
系
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
姚
士
麟
校
本
の
中
で
も
、
塩
邑
志
林
本
は
篇
題
に
次
の
よ
う

な
異
同
が
あ
る
。（
以
下
、
重
較
説
郛
本
→
検
討
対
象
本
）

・
菁
菁
者
莪
→
青
青
者
莪

・
爰
有
樹
檀
→
園
有
樹
檀

・
獻
其
貔
皮
→
皮
貔
獻
其

　
「
園
有
樹
檀
」
と
「
皮
貔
獻
其
」
に
つ
い
て
は
、
字
形
の
類
似
に
よ
る

誤
字
と
は
考
え
が
た
い
。
特
に
、「
皮
貔
獻
其
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。

版
下
を
作
る
際
の
際
の
誤
り
と
も
想
像
さ
れ
る
。

〈
是
正
〉

・
魚
麗
于
罶
魴
鯉
→
魚
麗
于
罶
魴
鱧

　

こ
の
篇
に
つ
い
て
、
塩
邑
志
林
本
・
毛
晋
広
要
本
・
趙
祐
校
本
・
丁
晏

校
本
・
羅
振
玉
校
本
が
「
魚
麗
于
罶
魴
鱧
」
に
作
る
。
現
行
毛
詩
・
小
雅
・

魚
麗
に
「
魚
麗
于
罶
鱨
鯊
。
君
子
有
酒
、
旨
且
多
。
魚
麗
于
罶
魴
鱧
。
君

子
有
酒
、
多
且
旨
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
鱧
」
に
作
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

○
石
永
齢
校
本

〈
差
替
〉

・
山
有
杻
（
小
雅
・
南
山
有
台
）
→
隰
有
杻
（
唐
風
・
山
有
樞
）

　

毛
詩
正
義
が
本
篇
の
杻
に
関
す
る
内
容
を
唐
風
・
山
有
樞
の
疏
が
引
用

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
差
替
え
だ
ろ
う
。
年
代
順
に
見
れ
ば
、
こ
の
差
替

え
は
す
で
に
毛
晋
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
石
永
齢
校
本
は
、
一
見
、

重
較
説
郛
本
の
重
刻
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
部
に
校
訂
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

○
四
庫
全
書
本

〈
是
正
〉

・
谷
中
有
蓷
→
中
谷
有
蓷

　

現
行
毛
詩
・
王
風
は
「
中
谷
有
蓷
」
に
作
り
、
毛
晋
広
要
本
及
び
清
代

の
各
本
も
「
中
谷
有
蓷
」
を
採
る
。

〈
補
完
〉

・
山
有
杻
（
小
雅
・
南
山
有
台
）
→
北
山
有
杻

　

現
行
毛
詩
・
小
雅
・
南
山
有
台
の
詩
句
「
南
山
有
栲
、
北
山
有
杻
」
に
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従
い
「
北
」
を
補
う
。

　

以
上
、
姚
士
麟
校
本
・
石
永
齢
校
本
・
四
庫
全
書
本
は
重
較
説
郛
本
の

篇
目
・
配
列
を
基
礎
に
、
現
行
毛
詩
に
沿
う
よ
う
一
部
を
修
正
し
て
継
承

し
た
と
い
え
る
。

（
二
）
毛
晋
広
要
本
系
…
津
逮
秘
書
・
学
津
討
原

　

津
逮
秘
書
・
学
津
討
原
と
も
に
草
類
四
十
九
、
木
類
三
十
一
、
鳥
類
二

十
二
、
獣
類
七
、
魚
類
八
、
虫
類
十
六
の
計
百
三
十
三
項
目
を
収
録
す
る
。

〈
是
正
〉

・
中
谷
有
蓷
・
魚
麗
于
罶
魴
鱧

　

こ
れ
ら
は
前
述
の
通
り
。

・
如
鬼
如
蜮
→
爲
鬼
爲
蜮
（
小
雅
・
何
人
斯
）

　

重
較
説
郛
本
な
ど
先
行
諸
本
は
「
如
鬼
如
蜮
」
に
作
る
。
し
か
し
、
現

行
毛
詩
に
「
如
鬼
如
蜮
」
と
い
う
詩
句
は
見
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
小
雅
・

何
人
斯
の
「
爲
鬼
爲
蜮
」
で
あ
ろ
う
。
他
本
で
は
趙
佑
校
本
・
羅
振
玉
校

本
が
「
爲
鬼
爲
蜮
」
に
作
る
。

〈
差
替
〉

・
山
有
杻
（
小
雅
・
南
山
有
台
）
→
隰
有
杻
（
唐
風
・
山
有
樞
）

　

四
庫
全
書
本
を
除
き
、
毛
晋
以
降
の
諸
本
は
す
べ
て
「
隰
有
杻
」
を
採
る
。

・
集
于
苞
杞
（
小
雅
・
四
牡
）
→
無
折
我
樹
杞
（
鄭
風
・
将
仲
子
）

　

杞
に
関
す
る
篇
に
つ
い
て
、
重
較
説
郛
本
系
で
は
篇
題
を
「
集
于
苞
杞
」

と
し
て
い
る
が
、
毛
晋
広
要
本
は
こ
れ
を
「
無
折
我
樹
杞
」
に
差
替
え
る
。

こ
れ
も
、
毛
詩
正
義
が
鄭
風
・
将
仲
子
「
無
折
我
樹
杞
」
の
疏
に
本
篇
の

内
容
を
引
く
こ
と
に
拠
る
と
推
測
さ
れ
る
。
趙
祐
校
本
・
丁
晏
校
本
（
光

緖
二
〇
年
増
訂
漢
魏
叢
書
を
除
く
）・
羅
振
玉
校
本
は
毛
晋
に
従
い
、「
無

折
我
樹
杞
」
を
採
る
。

・
振
鷺
于
飛
（
周
頌
・
振
鷺
）
→
値
其
鷺
羽
（
陳
風
・
宛
丘
）

　

重
較
説
郛
本
系
で
は
「
振
鷺
于
飛
」
に
作
る
。
本
篇
も
上
記
の
諸
篇
同

様
、
毛
詩
正
義
が
陳
風
・
宛
丘
で
本
篇
の
内
容
を
引
く
こ
と
に
拠
る
差
替

え
だ
ろ
う
。
趙
祐
校
本
・
丁
晏
校
本
（
光
緖
二
〇
年
増
訂
漢
魏
叢
書
を
除

く
）・
羅
振
玉
校
本
は
毛
晋
に
従
う
。

〈
増
補
〉

・
食
野
之
芩
（
小
雅
・
鹿
鳴
）

　

毛
晋
は
、
こ
の
篇
を
同
じ
く
小
雅
・
鹿
鳴
の
詩
句
で
あ
る
「
食
野
之
蒿
」

の
後
に
加
え
る
。
出
典
が
明
記
さ
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
毛
詩
正
義
同
篇

が
「
陸
機
云
、
莖
如
釵
股
、
葉
如
竹
蔓
。
生
澤
中
下
地
鹹
處
爲
草
貞
實
、

牛
馬
亦
喜
食
之
」
と
い
う
の
に
拠
っ
た
か
、
あ
る
い
は
現
在
伝
わ
ら
な
い

先
行
本
に
拠
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
他
本
で
は
、
趙
祐
校
本
及
び
羅
振
玉
校
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本
が
毛
晋
広
要
本
と
同
じ
編
成
を
採
り
、
丁
晏
校
本
は
上
巻
の
末
尾
に
編

綴
し
て
い
る
。

〈
補
完
〉

・
食
鬱
及
薁
→
六
月
食
鬱
及
薁
（
豳
風
・
七
月
）

・
鴟
鴞
→
鴟
鴞
鴟
鴞
（
豳
風
・
鴟
鴞
）

・
教
猱
升
木
→
毋
教
猱
升
木
（
小
雅
・
角
弓
）

・
莎
雞
振
羽
→
六
月
莎
雞
振
羽
（
豳
風
・
七
月
）

・
螟
蛉
有
子
→
螟
蛉
有
子
蜾
蠃
負
之
（
小
雅
・
小
宛
）

　

以
上
の
篇
に
つ
い
て
、
毛
晋
広
要
本
・
趙
佑
校
本
・
羅
振
玉
校
本
は
、

そ
れ
ぞ
れ
毛
詩
の
句
を
補
完
す
る
。
こ
の
う
ち
「
螟
蛉
有
子
蜾
蠃
負
之
」

は
、
こ
の
篇
の
本
文
に
蜾
蠃
に
関
す
る
記
述
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る

か11

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
毛
晋
広
要
本
は
、
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、

先
行
す
る
版
本
の
篇
題
を
現
行
毛
詩
の
詩
句
に
沿
う
よ
う
に
改
訂
し
、
草

類
に
「
食
野
之
蒿
」
を
増
補
し
た
版
本
と
い
え
る
。
津
逮
秘
書
は
広
く
巷

間
に
流
布
し
た
と
さ
れ
て
お
り11

、
そ
の
後
の
校
本
が
多
く
毛
晋
の
校
訂
を

採
用
し
て
い
る
点
か
ら
、
清
代
の
刊
本
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

　
（
三
）
趙
佑
校
本
系
…
白
鷺
洲
書
院
刊
本
・
聚
学
軒
叢
書

　

草
類
五
〇
、
木
類
三
十
二
、
鳥
類
二
十
二
、
獣
類
九
、
魚
類
八
、
虫
類

十
六
の
計
百
三
十
七
目
を
収
録
す
る
。

〈
是
正
〉
中
谷
有
蓷
・
魚
麗
于
罶
魴
鱧
・
爲
鬼
爲
蜮　

〈
差
替
〉
隰
有
杻
・
無
折
我
樹
杞
・
値
其
鷺
羽

〈
補
完
〉
六
月
食
鬱
及
薁
・
六
月
莎
雞
振
羽
・
螟
蛉
有
子
蜾
蠃
負
之
・
毋

教
猱
升
木

　

以
上
の
篇
目
は
す
べ
て
毛
晋
広
要
本
と
同
じ
。

〈
増
補
〉

・
食
野
之
芩

・
浸
彼
苞
蓍
（
曹
風
・
下
泉
）

・
野
有
死
麏
（
召
南
・
野
有
死
麕
）

・
駉
駉
牡
馬
（
魯
頌
・
駉
）

　
「
浸
彼
苞
蓍
」
以
下
、
趙
祐
が
新
た
に
加
え
た
項
目
に
は
「
補
」
を
冠

し
、
本
文
を
一
格
低
す
。
校
注
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
出
典
に
釈
文
を
挙

げ
る11

。「
浸
彼
苞
蓍
」
は
同
じ
く
毛
詩
・
曹
風
・
下
泉
の
詩
句
で
あ
る
「
浸

彼
苞
稂
」
の
後
に
、
召
南
の
「
野
有
死
麏
」
は
召
南
・
騶
虞
「
于
嗟
乎
騶

虞
」
の
後
に
、
魯
頌
の
「
駉
駉
牡
馬
」
は
獣
類
の
末
尾
に
配
列
さ
れ
、
現

行
毛
詩
の
篇
列
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
改
編
〉
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・
爰
有
樹
檀
（
小
雅
・
鶴
鳴
）
→
無
折
我
樹
檀
（
鄭
風
・
将
仲
子
）
／
隰

有
六
駮
（
秦
風
・
晨
風
）

　
「
爰
有
樹
檀
」
に
つ
い
て
、
趙
祐
は
「
詩
疏
引
爲
無
折
我
樹
檀
及
隰
有

六
駮
疏
」
と
し
、
詩
疏
を
根
拠
に
そ
の
内
容
を
「
無
折
我
樹
檀
」
と
「
隰

有
六
駮
」
の
二
つ
に
分
け
て
立
て
る
べ
き
と
指
摘
す
る
。

　

趙
祐
は
、
序
文
で
「
元
陶
宗
儀
載
在
説
郛
、
及
明
末
毛
晉
爲
之
廣
要
、

入
津
逮
秘
書
。
今
世
現
行
、
唯
此
二
本
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
重
較
説
郛

本
と
毛
晋
広
要
本
に
よ
っ
て
校
勘
を
行
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
毛
晋
広

要
本
を
採
用
し
て
い
る
。
各
篇
の
末
尾
に
案
語
を
附
す
形
式
も
、
毛
晋
広

要
本
と
よ
く
似
た
体
裁
を
取
る
。
そ
こ
へ
、
さ
ら
に
数
編
を
増
補
し
た
点

が
趙
佑
校
本
の
特
徴
で
あ
る
。

（
四
）
丁
晏
校
本
系
…
頤
志
齋
叢
書
・
古
経
解
彙
函
・
経
学
輯
要

　

こ
れ
ら
は
草
類
五
〇
、
木
類
三
十
二
、
鳥
類
二
十
二
、
獣
類
九
、
魚
類

八
、
虫
類
十
六
の
計
百
三
十
七
目
を
収
録
す
る
。

〈
是
正
〉

・
中
谷
有
蓷
・
魚
麗
于
罶
魴
鱧

　

こ
れ
ら
は
他
本
と
同
じ
で
あ
る
。

・
言
采
其
茆
→
薄
采
其
茆
（
魯
頌
・
泮
水
）

　

諸
本
は
「
言
采
其
茆
」
に
作
る
が
、
丁
晏
校
本
及
び
羅
振
玉
校
本
は
「
薄

采
其
茆
」
に
作
る
。

〈
差
替
〉
隰
有
杻
・
無
折
我
樹
杞
・
値
其
鷺
羽

　
「
無
折
我
樹
杞
」「
値
其
鷺
羽
」
に
つ
い
て
、
丁
晏
は
毛
晋
広
要
本
に
従
っ

て
改
め
た
と
注
す
。

〈
増
補
〉

・
投
我
以
木
瓜

　

丁
晏
は
「
齊
民
要
術
種
木
瓜
引
御
覽
引
、
楙
葉
似
榛
、
實
如
小
㼐
瓜
、

上
黄
著
中
、
令
蚡
香
欲
噉
者
、
蜜
封
藏
百
日
、
食
之
也
。
案
此
條
各
本
皆

脱
今
補
」
と
注
し
、
斉
民
要
術
（
巻
四
・
種
木
瓜
第
四
十
二
・
注
）
及
び

太
平
御
覧
（
果
部
十
・
木
瓜
・
注
）
を
典
拠
と
す
る11

。

・
食
野
之
芩
・
浸
彼
苞
蓍
・
野
有
死
麏
・
駉
駉
牡
馬

　

丁
晏
は
、
こ
れ
ら
の
篇
を
各
巻
の
末
尾
に
配
列
し
て
い
る
。「
食
野
之
芩
」

は
毛
晋
広
要
本
を
典
拠
と
し
、「
浸
彼
苞
蓍
」「
野
有
死
麏
」「
駉
駉
牡
馬
」

は
、
趙
佑
校
本
と
同
じ
く
釈
文
を
出
典
と
す
る11

。
た
だ
、
管
見
の
限
り
、

丁
晏
校
本
に
お
い
て
趙
佑
校
本
を
参
照
し
た
跡
は
う
か
が
え
な
い
。

〈
補
完
〉

・
爰
有
樹
檀
→
爰
有
樹
檀　

隰
有
六
駮

　

丁
晏
は
「
案
疏
文
補
表
題
」
と
注
し
、「
爰
有
樹
檀　

隰
有
六
駮
」
と
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並
記
す
る
。「
爰
有
樹
檀
」
の
本
文
に
駮
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
趙
佑
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
改
編
〉

・
弋
鳧
與
鴈

　

他
本
は
皆
こ
の
篇
を
鳥
類
に
配
列
す
る
が
、
丁
晏
は
増
補
し
た
篇
と
と

も
に
下
巻
の
末
尾
に
配
列
す
る
。

　
（
ｏ
）
光
諸
二
〇
年
増
訂
漢
魏
叢
書
本
は
丁
晏
の
序
文
を
持
つ
が11

、
丁

晏
注
及
び
丁
晏
が
増
補
し
た
篇
を
採
っ
て
お
ら
ず
、
先
行
す
る
丁
晏
校
本

の
重
刻
と
は
い
い
が
た
い
。
篇
目
数
は
、
草
類
四
十
八
、
木
類
三
十
一
、

鳥
類
二
十
二
、
獣
類
七
、
魚
類
八
、
虫
類
十
六
の
計
百
三
十
二
項
目
で
あ

り
、
他
の
増
訂
漢
魏
叢
書
（
石
永
齢
校
本
）
と
ま
っ
た
く
同
じ
編
成
で
あ

る
。
し
か
し
、
石
永
齢
校
本
と
比
べ
る
と
、「
中
谷
有
蓷
」「
薄
采
其
茆
」「
隰

有
杻
」「
魚
麗
于
罶
魴
鱧
」
は
丁
晏
校
本
と
同
じ
篇
題
を
採
る
。
特
に
、「
薄

采
其
茆
」
の
篇
題
を
採
る
版
本
は
丁
晏
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

本
文
の
異
同
も
丁
晏
校
本
に
近
い
た
め
、
丁
晏
校
本
を
底
本
に
し
て
い
る

が
、
体
裁
と
篇
目
の
編
成
は
石
永
齢
校
本
に
倣
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
羅
振
玉
校
本

　

草
類
五
十
二
、
木
類
三
十
三
、
鳥
類
二
十
四
、
獣
類
九
、
魚
類
八
、
虫

類
十
六
の
計
百
四
十
二
目
を
収
録
す
る
。

〈
是
正
〉
中
谷
有
蓷
・
魚
麗
于
罶
魴
鱧
・
薄
采
其
茆11

・
爲
鬼
爲
蜮

〈
差
替
〉
無
折
我
樹
杞
・
隰
有
杻
・
値
其
鷺
羽

〈
増
補
〉
食
野
之
芩
・
浸
彼
苞
蓍
・
投
我
以
木
瓜
・
野
有
死
麏
・
駉
駉
牡

馬

　

こ
れ
ら
は
先
行
刊
本
に
従
う
。〈
増
補
〉
の
「
食
野
之
芩
」
は
毛
晋
広

要
本
に
拠
り
、「
浸
彼
苞
蓍
」「
投
我
以
木
瓜
」「
野
有
死
麕
」「
駉
駉
牡
馬
」

は
丁
晏
校
本
に
拠
っ
て
補
う
。
羅
振
玉
は
さ
ら
に
以
下
の
篇
目
を
増
補
す
る
。

・
手
如
柔
荑
（
衛
風
・
碩
人
）

・
四
月
秀
葽
（
豳
風
・
七
月
）

・
隰
有
榆
（
唐
風
・
山
有
樞
）

・
燕
燕
于
飛
（
邶
風
・
燕
燕
）

・
鶉
之
奔
奔
（
鄘
風
・
鶉
之
奔
奔
）

　

羅
振
玉
は
出
典
に
倭
刻
本
玉
燭
宝
典
（
手
如
柔
荑
・
四
月
秀
葽
）、
詩

緝
（
隰
有
榆
）、
通
志
（
燕
燕
于
飛
）、
韻
会
（
鶉
之
奔
奔
）
を
挙
げ
る
。

先
行
の
校
訂
が
毛
詩
正
義
・
経
典
釈
文
・
太
平
御
覧
な
ど
基
本
的
な
経
書
・

類
書
に
拠
る
の
に
対
し
、
多
様
な
出
典
か
ら
採
録
し
て
い
る
。

〈
補
完
〉
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・
六
月
食
鬱
及
薁
・
鴟
鴞
鴟
鴞
・
六
月
莎
雞
振
羽
・
螟
蛉
有
子
蜾
蠃
負
之

　

こ
れ
ら
は
先
行
刊
本
と
同
じ
。

・
螽
斯
→
螽
斯
羽
（
周
南
・
螽
斯
）

　

各
本
は
「
螽
斯
」
と
す
る
が
、
羅
振
玉
は
「
各
本
無
羽
字
、
今
補
」
と

し
て
「
羽
」
字
を
補
う
。
現
行
毛
詩
の
詩
題
は
「
螽
斯
」
で
あ
る
が
、
詩

句
が
「
螽
斯
羽
、
詵
詵
兮
」
な
の
で
あ
る
。
羅
振
玉
は
詩
句
の
ま
と
ま
り

を
採
用
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

〈
改
編
〉

・
爰
有
樹
檀
→
爰
有
樹
檀
／
隰
有
六
駮
（
秦
風
・
晨
風
）

　

す
で
に
趙
佑
や
丁
晏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
羅
振
玉
は
「
爰
有
樹
檀
」

か
ら
「
駮
」
に
関
す
る
記
述
を
独
立
さ
せ
た
。

・
山
有
栲
（
唐
風
・
山
有
樞
）
／
蔽
芾
其
樗
（
小
雅
・
我
行
其
野
）
→
山

有
栲

　

他
本
で
は
独
立
し
た
篇
で
あ
る
「
蔽
芾
其
樗
」
の
内
容
を
「
山
有
栲
」

に
編
入
す
る
。
羅
振
玉
は
「
各
本
誤
析
此
爲
二
條
。
以
山
樗
以
下
二
十
一

字
爲
蔽
芾
其
樗
條
、
葉
如
櫟
以
下
三
十
一
字
爲
山
有
栲
條
。
奪
中
間
十
七

字
、
今
據
詩
山
有
樞
疏
・
爾
雅
疏
引
改
」
と
注
し
、
典
拠
と
し
て
毛
詩
正

義
と
爾
雅
注
疏
を
挙
げ
る11

。

　

羅
振
玉
は
多
く
毛
晋
広
要
本
及
び
丁
晏
校
本
に
拠
っ
て
お
り
、
基
本
的

に
は
こ
れ
ら
の
校
訂
を
採
用
し
て
い
る
が
、
自
叙
に
お
い
て
「
明
毛
晉
陸

疏
広
要
本
・
國
朝
王
謨
漢
魏
叢
書
重
刻
説
郛
本
、
均
紕
繆
觸
目
」
と
、
こ

の
二
本
の
不
備
を
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
本
の
特
徴
は
、
先
行
刊
本
が
増
補
・
改
訂
し
た
部
分
を
ほ
ぼ
す
べ

て
吸
収
し
た
上
、
さ
ら
に
倭
刻
本
玉
燭
宝
典
や
詩
緝
な
ど
多
様
な
典
拠
に

拠
っ
て
五
篇
を
新
た
に
増
補
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
振
玉

校
本
は
陸
疏
の
版
本
の
う
ち
最
も
多
く
の
篇
を
含
む
版
本
と
な
っ
た
。

４
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
陸
疏
に
は
多
様
な
版
種
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
校
者
に
よ
っ
て

収
録
篇
数
や
校
訂
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
未
だ
不
明
な
点
も
多
い

が
、
陸
疏
の
刊
行
の
概
容
は
以
下
の
よ
う
に
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
現
存
す
る
刊
本
で
は
明
末
の
重
較
説
郛
・
唐
宋
叢
書
・
続
百
川

学
海
に
収
録
さ
れ
た
版
が
最
も
古
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

本
に
二
種
の
姚
士
麟
校
本
が
あ
る
。
明
刊
普
秘
笈
と
塩
邑
志
林
は
、
同
時

期
に
同
一
地
域
で
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
校
者
の
姚
士
麟
は
両
方
に
関
与
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
明
刊
普
秘
笈
本
は
唐
陸
璣
撰
と
し
、
重
較
説
郛
本

と
篇
題
篇
数
を
同
じ
く
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
同
系
統
に
位
置
づ
け
ら
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れ
る
。
一
方
、
塩
邑
志
林
本
は
篇
題
に
若
干
の
移
動
が
あ
り
、
撰
者
も
異

な
る
こ
と
か
ら
、
重
較
説
郛
本
系
と
は
別
系
統
の
版
本
あ
る
い
は
写
本
が

存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討

を
要
す
る
。
清
刊
本
で
こ
の
系
統
に
属
す
る
の
は
、
石
永
齢
校
本
（
乾
隆

五
十
七
年
、
光
緖
二
年
、
光
諸
二
十
一
年
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
）
と
四
庫
全

書
本
で
あ
る
。
特
に
、
乾
劉
五
十
七
年
刊
本
と
光
緖
二
年
刊
本
は
、
体
式

や
字
様
が
重
較
説
郛
本
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
、
清
刊
本
は
、

篇
題
を
現
行
毛
詩
の
詩
句
に
一
致
す
る
よ
う
校
訂
を
加
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
明
末
に
は
や
や
遅
れ
て
毛
晋
が
津
逮
秘
書
に
広
要
本
を
収
録
し

刊
行
し
た
。
毛
晋
が
い
か
な
る
本
を
用
い
て
校
勘
を
行
っ
た
の
か
定
か
で

は
な
い
が
、
塩
邑
志
林
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
胡
震
享
と
親
交
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
姚
士
麟
校
本
か
ら
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
の
浙
江
や
蘇
州
は
大
蔵
書
家
を
多
く
輩
出
し
、
彼
ら
は
頻
繁
に

交
流
し
て
互
い
に
批
校
す
る
風
が
あ
っ
た11

。
叢
書
の
集
成
を
通
じ
て
、
隣

接
し
た
地
域
で
次
々
と
別
版
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
風
土
に

よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
毛
晋
広
要
本
の
よ
う
に
、
本
文
の

後
に
自
身
の
注
を
附
す
形
式
は
、
後
世
清
代
の
考
証
学
者
に
も
継
承
さ
れ

た
。
明
刊
本
は
校
訂
の
根
拠
を
明
記
し
な
い
が
、
清
刊
本
で
は
校
訂
の
根

拠
だ
け
で
な
く
本
文
の
出
典
を
明
記
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変

化
に
は
、
清
代
考
証
学
の
影
響
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
清
刊
本
の
う
ち
、
乾
隆
後
期
に
江
西
で
刊
行
さ
れ
た
白
鷺
洲
書

院
刊
本
は
、
趙
佑
が
重
較
説
郛
本
と
津
逮
秘
書
本
に
よ
っ
て
校
勘
し
た
も

の
を
、
丁
杰
が
覆
校
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
王
謨
か
ら
評
価
を

得
て
い
る
が
、
聚
学
軒
叢
書
の
中
に
重
刻
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
広
く
重
刻
さ
れ
た
の
が
丁
晏
校
本
で
あ
る
。
丁
晏
は
津
逮
秘
書

本
及
び
石
永
齢
校
漢
魏
叢
書
本
を
唐
宋
の
類
書
と
校
合
し
て
校
勘
を
行
っ

て
お
り
、
釈
文
や
斉
民
要
術
か
ら
佚
篇
を
補
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
す

で
に
趙
祐
が
補
っ
た
篇
目
も
含
ま
れ
る
が
、
丁
晏
が
趙
祐
校
本
を
参
照
し

た
形
跡
は
な
い
。
こ
の
本
は
、
そ
の
後
、
古
経
解
彙
函
や
経
学
輯
要
の
中

に
重
刻
さ
れ
た
。
光
諸
二
〇
年
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
本
も
本
文
は
丁
晏
校
本

を
採
用
し
て
い
る
が
、
丁
晏
の
増
補
と
丁
晏
注
は
採
ら
ず
、
乾
隆
五
十
七

年
刊
増
訂
漢
魏
叢
書
と
同
じ
形
式
に
改
編
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ら
先
行
刊
本
を
受
け
て
出
版
さ
れ
た
の
が
羅
振
玉
校
本

で
あ
り
、
先
行
刊
本
が
行
っ
た
増
補
改
訂
に
加
え
、
類
書
や
詩
注
か
ら
新

た
に
五
篇
を
増
補
し
た
こ
と
で
、
最
も
内
容
の
多
い
本
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
大
ま
か
に
分
け
れ
ば
、
陸
疏
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。
一
つ
は
重
較
説
郛
本
の
系
統
で
あ
り
、
本
文
の
み
で
校
者
の
注

を
附
さ
な
い
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
行
毛
詩
の
詩
句
に
沿
う
よ
う
若
干
の
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増
補
改
訂
を
受
け
な
が
ら
姚
士
麟
校
本
、
石
永
齢
校
本
、
四
庫
全
書
本
と

継
承
さ
れ
て
い
く
。
も
う
一
派
は
毛
晋
広
要
本
の
系
統
で
あ
る
。
こ
れ
は

各
編
に
校
者
の
校
注
・
案
語
を
附
す
形
式
を
と
り
、
毛
詩
正
義
な
ど
か
ら

積
極
的
に
佚
文
を
収
録
し
て
い
る
。
清
代
に
は
趙
祐
校
本
、
丁
晏
校
本
に

継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
吸
収
し
て
最
も
内
容
が
充
実
し
た
本
が
羅

振
玉
校
本
と
い
え
る
。

　

陸
疏
は
輯
佚
本
で
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
形
と
し
て
は
現
時
点
で
は
明
刊

本
ま
で
し
か
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
数
篇
が
増

補
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
が
真
に
原
陸
疏
の
一
部
で
あ
っ
た
の
か
検
証

の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
他
に
未
だ
増
補
さ
れ
て
い
な
い
佚
文
が
存
在
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
内
容
の
吟
味
の
他
に
、
陸
疏
に
は
、
そ
の
刊

行
と
明
末
お
よ
び
清
代
中
期
に
お
け
る
学
問
と
の
関
係
、
詩
経
学
や
小
学

と
の
関
係
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
第
一
歩
で

あ
る
。

注1 

例
え
ば
、毛
詩
名
物
解
（
宋
・
蔡
卞
）、六
家
詩
名
物
疏
（
明
・
馮
復
京
）、

続
詩
伝
鳥
名
巻
（
清
・
毛
奇
齡
）
な
ど
。

2 

青
木
正
兒「
名
物
学
序
説
」（『
中
華
名
物
考
』春
秋
社
、一
九
五
九
年
）。

3 
こ
の
他
に
清
・
焦
循
の
陸
氏
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
疏
（
清
・
王
先
謙
輯 

南
菁
書
院
叢
書
所
収
）
が
あ
る
が
、
他
本
と
は
本
文
の
形
式
が
異
な

り
、
独
自
色
が
強
い
。
陳
正
宏
先
生
の
ご
助
言
も
あ
り
、
焦
循
独
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
庫
全
書
本

　

重
較
説
郛
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾
隆
五
十
七
・
光
緖
二
・
光
緖
六
・
光
緖
二
十
一
增
訂
漢
魏
叢
書
本
（
石
永
齢
）

　
　
　

明
刊
普
祕
笈
本
（
姚
士
麟
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
緖
二
〇
增
訂
漢
魏
叢
書

　
　
　

塩
邑
志
林
本
（
姚
士
麟
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羅
振
玉
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頤
志
齋
叢
書
本
（
丁
晏
）　　
　
　
　
　
　

古
経
解
彙
函
・
経
学
輯
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鷺
洲
書
院
刊
本
（
趙
祐
）　　
　
　
　
　
　

聚
學
軒
叢
書
本

　
　
　
　

津
逮
秘
書
本
（
毛
晋
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

學
津
討
原
本
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の
撰
と
見
て
本
稿
で
の
検
討
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

4 
動
植
物
の
分
類
方
法
や
生
態
の
記
述
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
小
林
清

市
「
陸
疏
の
素
描
」（『
中
国
博
物
学
の
世
界
―
「
南
方
草
木
状
」「
斉

民
要
術
」
を
中
心
に
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出

は
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
九
号
、
一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。

5 

毛
詩
の
疏
と
し
て
の
本
書
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
冒
頭
の
詩
句
を
本

文
と
し
、続
く
解
説
を
疏
文
と
す
る
の
が
妥
当
だ
が
、本
稿
で
は
［
詩

句
＋
疏
文
］
の
ま
と
ま
り
を
一
篇
と
と
ら
え
、
標
題
と
な
る
詩
句
を

篇
題
、
疏
文
を
本
文
と
し
て
表
記
す
る
。

6 

た
だ
、
現
存
す
る
本
書
の
中
に
は
明
確
に
爾
雅
郭
璞
注
を
引
用
し
た

箇
所
は
な
く
、
本
書
が
佚
文
を
収
集
し
た
書
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
小
林
氏
（
前
掲
論
文
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
人
の
附
加

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
決
定
打
と
す
る
に
は
弱
い
。

7 

晋
書
・
巻
五
十
四
陸
機
伝
「
至
太
康
末
、
與
弟
雲
俱
入
洛
、
造
太
常

張
華
。
華
素
重
其
名
、
如
舊
相
識
」

8 

小
林
氏
の
前
掲
論
文
の
他
、
夏
緯
瑛
「『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』

的
作
者
―
陸
機
」（『
自
然
科
学
史
研
究
』
第
一
巻
第
二
期
、
一
九
八

二
年
）、郝
桂
敏
「
陸
機
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
有
関
問
題
研
究
」

（『
塩
城
師
範
学
院
学
報
（
人
文
社
会
学
報
）』
第
三
十
一
巻
第
二
期
、

二
〇
一
一
年
）、
朱
淵
清
「
魏
晋
博
物
学
」（『
華
東
師
範
大
学
学
報

（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
三
十
二
巻
第
五
期
、
二
〇
〇
〇
年
）
も
こ

の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

9 

倉
田
淳
之
介
「『
説
郛
』
版
本
諸
説
と
私
見
」（『
東
方
学
報
』
第
二

十
五
巻
、
一
九
五
四
年
）。

10 

塩
邑
志
林
は
数
次
に
わ
た
っ
て
修
が
施
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
文
庫
蔵

本
〈Ⅺ

/3-A
-7/7

〉
は
、
全
十
五
冊
の
う
ち
上
帙
八
冊
（
十
六
種
）

と
下
帙
七
冊
（
十
九
種
）
で
は
、
同
版
で
は
あ
る
も
の
の
、
表
紙
や

大
き
さ
が
異
な
る
た
め
、
本
来
は
別
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
帙
の
各
冊
首
に
は
「
曹
溶
／
之
印
」（
陰
刻
方
形
朱
印
）「
潔
／
躬
」

（
陽
刻
方
形
朱
印
）
と
、
明
末
清
初
、
秀
水
の
蔵
書
家
・
曹
溶
の
印

記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
陸
疏
を
含
む
東
洋
文
庫
本
の
上
帙
は
天
啓
の

早
印
本
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
人
文
研
蔵
本
〈
叢–Ⅳ

–40

〉
は
、

東
洋
文
庫
本
の
目
録
の
「
生
字
符
」（
明
・
陳
所
学
）
を
「
頴
水
遺
篇
」

（
明
・
陳
言
）
に
作
る
。
実
際
、
収
録
さ
れ
て
い
る
題
目
は
東
洋
文

庫
蔵
本
も
人
文
研
蔵
本
も
「
頴
水
遺
篇
」
で
あ
り
、「
生
字
符
」
は

そ
の
中
の
一
篇
で
あ
る
。
さ
ら
に
、人
文
研
蔵
本
は
附
録
と
し
て「
聖

門
志
」（
明
・
呂
元
善
）
を
附
す
。
こ
れ
に
は
天
啓
七
年
（
一
六
二

七
）
の
序
が
附
さ
れ
て
お
り
、
塩
邑
志
林
全
体
が
少
な
く
と
も
天
啓
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七
年
ご
ろ
に
一
度
修
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
静
嘉
堂
蔵

本
〈4103/24/35-58

〉
は
封
面
に
「
道
光
戊
子
年
春
重
修
」
と
あ
り
、

道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
に
さ
ら
に
修
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
、
所
収
の
陸
疏
は
、
す
べ
て
同
版
で
あ
り
内
容
の
改
変

は
な
い
た
め
、
天
啓
三
年
刊
本
と
し
て
扱
う
。

11 

大
木
康
『
明
末
江
南
の
出
版
文
化
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）、

一
六
七
─

一
七
〇
頁
。
沈
兄
弟
が
当
時
著
名
な
文
人
で
あ
っ
た
陳
継

儒
の
名
を
騙
っ
て
出
版
し
た
も
の
と
い
う
説
も
あ
る
（
李
斌
「
陳
眉

公
著
述
偽
目
考
」『
学
術
交
流
』
総
第
一
三
四
期
第
五
期
、
二
〇
〇

五
年
）。

12 

「
此
刻
爲
友
人
沈
天
生
及
其
弟
水
部
白
生
齋
頭
所
藏
、
亦
以
不
傳
爲

慮
…
…
昆
季
手
校
、
授
之
剞
劂
、
乞
序
于
余
。」

13 

「
遇
我
年
友
神
廟
眞
臣
樊
端
公
仲
子
亢
宗
、
以
不
受
執炗
之
氷
心
、
懸

不
惹
塵
之
神
鏡
、
畢
力
在
公
、
獨
行
其
志
。
更
自
出
其
公
情
藻
思
、

緝
修
邑
乘
。
遂
有
郷
紳
胡
徳
州
孝
轅
、
以
雪
操
霞
譔
捉
筆
應
之
、
已

復
探
訪
英
舊
遺
書
。
別
有
太
學
姚
士
麟
、
既
與
徳
州
分
捥
、
復
與
鄭

茂
才
端
胤
・
劉
太
學
祖
鍾
、
各
出
秘
本
、
訂
緝
志
林
、
而
鄭
劉
亦
各

捐
槖
佐
之
。」

14 

こ
の
地
域
は
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
に
大
火
に
遭
っ
て
お
り
、
沈

士
龍
・
胡
震
亨
・
姚
士
麟
が
編
纂
し
た
秘
册
匯
函
の
板
木
の
多
く
が

焼
失
し
、
焼
け
残
っ
た
も
の
は
毛
晋
『
津
逮
秘
書
』
に
入
っ
た
と
さ

れ
る
。
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
の
序
を
持
つ
明
刊
秘
笈
本
と
、
天

啓
三
年
（
一
六
二
三
）
の
樊
維
城
序
を
持
つ
塩
邑
志
林
本
は
、
ち
ょ

う
ど
こ
の
大
火
を
挟
ん
で
お
り
、
両
者
の
違
い
に
は
こ
の
大
火
の
影

響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

15 

塩
邑
志
林
の
出
版
に
関
わ
っ
た
胡
震
亨
は
、
毛
晋
の
津
逮
秘
書
に
も

序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

16 

江
西
通
志
・
巻
十
六
職
官
表
（
清
光
緖
六
年
刊
）。

17 

丁
杰
の
名
は
、
趙
佑
が
発
行
し
た
「
白
鷺
洲
書
院
示
諸
生
」
の
中
に

も
見
え
る
（
白
鷺
洲
書
院
志
・
巻
四
所
収
）。

18 

聚
学
軒
叢
書
本
で
は
、「
屬
外
甥
陳
震
亨
、
合
鈔
存
之
而
識
處
尾
」

の
一
節
を
欠
く
。

19 

名
の
伝
わ
ら
な
い
参
閲
者
に
つ
い
て
、
大
木
康
氏
は
、
明
末
の
叢
書

を
論
ず
る
中
で
、
彼
ら
が
実
際
の
校
正
に
従
事
し
た
人
々
で
あ
り
、

科
挙
に
及
第
で
き
な
い
中
間
知
識
層
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
す
る
（
大
木
、
前
掲
書
、
一
一
五
頁
）。
石
永
齢
も

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た
知
識
人
の
一
人
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

20 

（
ｍ
）
光
緖
二
年
（
民
国
修
）
本
と
（
ｎ
）
光
緖
六
年
本
は
王
謨
の
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識
語
な
し
。

21 
朱
彝
尊
・
経
義
考
に
は
「
姚
士
粦
曰
、
予
篋
中
有
毛
詩
草
木
蟲
魚
疏

一
巻
、
題
曰
呉
太
子
中
庶
子
烏
程
令
呉
郡
陸
璣
元
恪
撰
。
凡
草
之
類

八
十
、
木
之
類
三
十
有
四
、
鳥
之
類
二
十
有
三
、
獸
之
類
九
、
魚
之

類
十
、
蟲
之
類
十
有
八
。
按
陳
氏
書
録
解
題
謂
此
書
多
引
郭
氏
、
似

非
呉
人
。
若
予
所
蔵
、
未
嘗
一
條
引
及
郭
氏
、
且
後
有
魯
齊
韓
毛
四

詩
授
受
、
與
漢
書
儒
林
傳
相
爲
表
裏
」
と
あ
り
、
篇
数
以
外
は
塩
邑

志
林
所
収
見
只
編
・
上
編
の
陸
疏
に
関
す
る
記
述
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ

る
。

22 

酒
井
忠
夫
『
中
国
日
用
類
書
史
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一

一
年
）
二
十
一
─

二
十
六
頁
。

23 

羅
振
玉
は
「
王
・
丁
本
無
蜾
蠃
負
之
句
。
毛
本
有
」
と
注
す
。

24 

葉
徳
輝
『
書
林
清
話
』「
毛
氏
刻
書
至
今
尚
編
天
下
。
亦
可
見
當
時

刊
布
之
多
印
行
之
広
矣
。」

25 

趙
佑
は
そ
れ
ぞ
れ
（
浸
彼
苞
蓍
）「
易
説
卦
釋
文
引
草
木
疏
云
」、（
野

有
死
麏
）「
案
釋
文
于
有
死
麕
序
云
麕
又
作
麏
下
引
草
木
疏
云
云
」、

（
駉
駉
牡
馬
）「
詩
釋
文
引
草
木
疏
文
」
と
注
す
。

26 

斉
民
要
術
注
に
は
「
詩
義
疏
曰
、
楙
、
葉
似
柰
葉
、
實
如
小㼓

瓜
、

上
黄
似
著
粉
香
。
欲
啖
者
，
截
著
熱
灰
中
、
令
萎
蔫
、
淨
洗
、
以
苦

酒
・
頭
汁
・
蜜
度
之
、
可
案
酒
食
。
蜜
封
藏
百
日
、
乃
食
之
、
甚
美
」

（
繆
啓
愉
校
本
）
と
あ
り
、太
平
御
覧
は
「
詩
義
疏
曰
、楙
、葉
似
榛
、

實
如
小
瓜
、
上
黄
著
中
、
令
蚡
香
。
欲
嘬
者
、
蜜
封
、
藏
百
日
、
食

之
也
」
と
し
、
斉
民
要
術
と
太
平
御
覧
で
は
内
容
に
異
同
が
あ
る
。

27 

各
篇
の
丁
晏
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
食
野
之
芩
「
詩
鹿
鳴
疏
。

王
謨
本
全
脱
、
依
毛
晉
本
補
入
」、
浸
彼
苞
蓍
「
易
説
卦
傳
釋
文
引

毛
詩
草
木
疏
」、
野
有
死
麏
「
詩
野
有
死
麕
釋
文
麕
又
麏
引
草
木
疏
。

各
本
皆
脱
今
補
」、
駉
駉
牡
馬
「
詩
駉
釋
文
引
草
木
疏
。
説
文
同
。

爾
雅
馬
屬
曰
隲
、
牝
曰
騇
。
各
本
脱
今
補
。」

28 

「
丁
晏
原
敘
」
と
す
る
。

29 

「
薄
采
其
茆
」
に
つ
い
て
羅
振
玉
は
「
王
・
丁
本
作
薄
」
と
注
す
る
。

「
薄
」
に
作
る
漢
魏
叢
書
は
、
丁
晏
校
序
を
持
つ
（
ｏ
）
光
緖
二
〇

年
刊
本
の
み
で
、
重
較
説
郛
本
系
の
諸
本
は
こ
と
ご
と
く
「
言
」
に

作
る
。
羅
振
玉
の
序
文
に
は
「
光
緖
丙
戌
」（
十
二
年
）
の
年
記
が

あ
り
、
光
緖
二
〇
年
刊
の
増
訂
漢
魏
叢
書
を
参
照
し
た
と
は
考
え
が

た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
光
緖
十
二
年
以
前
に
丁
晏
校
本
を
用
い
た

王
謨
漢
魏
叢
書
本
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、確
認
で
き
な
い
。

本
稿
で
は
そ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

30 

毛
詩
正
義
「
陸
機
疏
云
、
山
樗
與
下
田
樗
畧
無
異
、
葉
似
差
狹
耳
。
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呉
人
以
其
葉
為
茗
。
方
俗
無
名
、
此
為
栲
者
、
似
誤
也
。
今
所
云
為

栲
者
、
葉
如
櫟
木
、
皮
厚
數
寸
、
可
爲
車
輻
、
或
謂
之
栲
櫟
。
許
慎

正
以
栲
讀
爲
臭䅣
。
今
人
言
栲
、
失
其
聲
耳
」、
爾
雅
注
疏
・
釈
木
「
陸

機
疏
云
、
山
樗
與
下
田
樗
略
無
異
、
葉
似
差
狹
耳
。
呉
人
以
其
葉
爲

茗
。
方
俗
無
名
、
此
爲
樗
者
似
誤
也
。
今
所
云
爲
栲
者
、
葉
如
櫟
木

皮
厚
數
寸
可
為
車
輻
、
或
謂
之
栲
櫟
。
許
慎
正
以
栲
讀
爲
糗
。
今
人

言
栲
、
失
其
聲
耳
」。

31 

袁
媛
「
常
熟
蔵
書
家
与
明
末
清
初
的
学
風
」（『
中
国
典
籍
与
文
化
』

二
〇
一
五
年
第
二
期
）
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説郛
（陶宗儀） 姚士麟等校 広要

（毛晋参） 趙佑校 石永齢校
増訂漢魏

叢書（光緖
20、丁晏校）

丁晏校 羅振玉（新
校正）

文淵閣
四庫全書 詩経篇名

上巻 草 方秉蕑兮 方秉蕑兮 方秉蕑兮 方秉蕑兮 方秉蕑兮 方秉蕑兮 方秉蕑兮 方秉蕑兮 方秉蕑兮 鄭風溱洧

采采芣苢 采采芣苢 采采芣苢 采采芣苢 采采芣苢 采采芣苢 采采芣苢 采采芣苢 采采芣苢 周南芣苢

言采其蝱 言采其蝱 言采其蝱 言采其蝱 言采其蝱 言采其蝱 言采其蝱 言采其蝱 言采其蝱 鄘風載馳

谷中有蓷 谷中有蓷 中谷有蓷 中谷有蓷 谷中有蓷 中谷有蓷 中谷有蓷 中谷有蓷 中谷有蓷 王風中谷有蓷

集于苞杞 集于苞杞 集于苞杞 集于苞杞 集于苞杞 集于苞杞 集于苞杞 集于苞杞 集于苞杞 唐風鴇羽

言采其藚 言采其藚 言采其藚 言采其藚 言采其藚 言采其藚 言采其藚 言采其藚 言采其藚 魏風汾沮洳

蔦與女蘿 蔦與女蘿 蔦與女蘿 蔦與女蘿 蔦與女蘿 蔦與女蘿 蔦與女蘿 蔦與女蘿 蔦與女蘿 小雅頍弁

有蒲與荷 有蒲與荷 有蒲與荷 有蒲與荷 有蒲與荷 有蒲與荷 有蒲與荷 有蒲與荷 有蒲與荷 陳風澤陂

參差荇菜 參差荇菜 參差荇菜 參差荇菜 參差荇菜 參差荇菜 參差荇菜 參差荇菜 參差荇菜 周南關雎

于以采蘋 于以采蘋 于以采蘋 于以采蘋 于以采蘋 于以采蘋 于以采蘋 于以采蘋 于以采蘋 召南采蘋

于以采藻 于以采藻 于以采藻 于以采藻 于以采藻 于以采藻 于以采藻 于以采藻 于以采藻 召南采蘋

言采其茆 言采其茆 言采其茆 言采其茆 言采其茆 言采其茆 薄采其茆 薄采其茆 言采其茆 魯頌泮水

蒹葭蒼蒼 蒹葭蒼蒼 蒹葭蒼蒼 蒹葭蒼蒼 蒹葭蒼舍 蒹葭蒼蒼 蒹葭蒼蒼 蒹葭蒼蒼 蒹葭蒼蒼 秦風蒹葭

菉竹漪漪 菉竹漪漪 菉竹猗猗 菉竹猗猗 菉竹漪漪 菉竹漪漪 菉竹漪漪 菉竹猗猗 菉竹漪漪 衛風淇奥

苕之華 苕之華 苕之華 苕之華 苕之華 苕之華 苕之華 苕之華 苕之華 小雅苕之華

隰有游龍 隰有游龍 隰有游龍 隰有游龍 隰有游龍 隰有游龍 隰有游龍 隰有游龍 隰有游龍 鄭風山有扶蘇

食野之苹 食野之苹 食野之苹 食野之苹 食野之苹 食野之苹 食野之苹 食野之苹 食野之苹 小雅鹿鳴

于以采蘩 于以采蘩 于以采蘩 于以采蘩 于以采蘩 于以采蘩 于以采蘩 于以采蘩 于以采蘩 召南采蘩

菁菁者莪 菁菁者莪 菁菁者莪 菁菁者莪 菁菁者莪 菁菁者莪 菁菁者莪 菁菁者莪 菁菁者莪 小雅菁菁者莪

言刈其蔞 言刈其蔞 言刈其蔞 言刈其蔞 言刈其蔞 言刈其蔞 言刈其蔞 言刈其蔞 言刈其蔞 周南漢廣

食野之蒿 食野之蒿 食野之蒿 食野之蒿 食野之蒿 食野之蒿 食野之蒿 食野之蒿 食野之蒿 小雅鹿鳴

　 　 食野之芩 食野之芩 　 　 　 食野之芩 　 小雅鹿鳴

采采卷耳 采采卷耳 采采卷耳 采采卷耳 采采卷耳 采采卷耳 采采卷耳 采采卷耳 采采卷耳 周南卷耳

贈之以勺藥 贈之以勺藥 贈之以勺藥 贈之以勺藥 贈之以勺藥 贈之以勺藥 贈之以勺藥 贈之以勺藥 贈之以勺藥 鄭風溱洧

采葑采菲 采葑采菲 采葑采菲 采葑采菲 采葑采菲 采葑采菲 采葑采菲 采葑采菲 采葑采菲 邶風谷風

言采其蕨 言采其蕨 言采其蕨 言采其蕨 言采其蕨 言采其蕨 言采其蕨 言采其蕨 言采其蕨 召南草蟲

言采其薇 言采其薇 言采其薇 言采其薇 言采其薇 言采其薇 言采其薇 言采其薇 言采其薇 召南草蟲

言采其葍 言采其葍 言采其葍 言采其葍 言采其葍 言采其葍 言采其葍 言采其葍 言采其葍 小雅我行其野

薄言采芑 薄言采芑 薄言采芑 薄言采芑 薄言采芑 薄言采芑 薄言采芑 薄言采芑 薄言采芑 小雅采芑

誰謂荼苦 誰謂荼苦 誰謂荼苦 誰謂荼苦 誰謂荼苦 誰謂荼苦 誰謂荼苦 誰謂荼苦 誰謂荼苦 邶風谷風

匏有苦葉 匏有苦葉 匏有苦葉 匏有苦葉 匏有苦葉 匏有苦葉 匏有苦葉 匏有苦葉 匏有苦葉 邶風匏有苦葉

邛有旨苕 邛有旨苕 邛有旨苕 邛有旨苕 邛有旨苕 邛有旨苕 邛有旨苕 邛有旨苕 邛有旨苕 陳風防有鵲巢

言采其莫 言采其莫 言采其莫 言采其莫 言采其莫 言采其莫 言采其莫 言采其莫 言采其莫 魏風汾沮洳

莫莫葛藟 莫莫葛藟 莫莫葛藟 莫莫葛藟 莫莫葛藟 莫莫葛藟 莫莫葛藟 莫莫葛藟 莫莫葛藟 大雅早麓

視爾如荍 視爾如荍 視爾如荍 視爾如荍 視爾如荍 視爾如荍 視爾如荍 視爾如荍 視爾如荍 陳風東門之枌

北山有萊 北山有萊 北山有萊 北山有萊 北山有萊 北山有萊 北山有萊 北山有萊 北山有萊 小雅南山有臺

取蕭祭脂 取蕭祭脂 取蕭祭脂 取蕭祭脂 取蕭祭脂 取蕭祭脂 取蕭祭脂 取蕭祭脂 取蕭祭脂 大雅生民

白茅包之 白茅包之 白茅包之 白茅包之 白茅包之 白茅包之 白茅包之 白茅包之 白茅包之 召南野有死麕

可以漚紵 可以漚紵 可以漚紵 可以漚紵 可以漚紵 可以漚紵 可以漚紵 可以漚紵 可以漚紵 陳風東門之池

邛有旨鷊 邛有旨鷊 邛有旨鷊 邛有旨鷊 邛有旨鷊 邛有旨鷊 邛有旨鷊 邛有旨鷊 邛有旨鷊 陳風防有鵲巢

南山有臺 南山有臺 南山有臺 南山有臺 南山有臺 南山有臺 南山有臺 南山有臺 南山有臺 小雅南山有臺

各本篇目比較表
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説郛
（陶宗儀） 姚士麟等校 広要

（毛晋参） 趙佑校 石永齢校
増訂漢魏

叢書（光緖
20、丁晏校）

丁晏校 羅振玉（新
校正）

文淵閣
四庫全書 詩経篇名

茹藘在阪 茹藘在阪 茹藘其阪 茹藘在阪 茹藘在阪 茹藘在阪 茹藘在阪 茹藘在阪 茹藘在阪 鄭風東門之墠

白華菅兮 白華菅兮 白華菅兮 白華菅兮 白華菅兮 白華菅兮 白華菅兮 白華菅兮 白華菅兮 小雅白華

蘞蔓于野 蘞蔓于野 蘞蔓于野 蘞蔓于野 蘞蔓于野 蘞蔓于野 蘞蔓于野 蘞蔓于野 蘞蔓于野 唐風葛生

匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 匪莪伊蔚 小雅蓼莪

隰有萇楚 隰有萇楚 隰有萇楚 隰有萇楚 隰有萇楚 隰有萇楚 隰有萇楚 隰有萇楚 隰有萇楚 檜風隰有萇楚

芄蘭之支 芄蘭之支 芄蘭之女 芄蘭之支 芄蘭之支 芄蘭之支 芄蘭之支 芄蘭之支 芄蘭之支 衛風芄蘭

浸彼苞稂 浸彼苞稂 浸彼苞稂 浸彼苞稂 浸彼苞稂 浸彼苞稂 浸彼苞稂 浸彼苞稂 浸彼苞稂 曹風下泉

言采其蓫 言采其蓫 言采其蓫 言采其蓫 言采其蓫 言采其蓫 言采其蓫 言采其蓫 言采其蓫 小雅我行其野

　 　 　 　 　 　 　 浸彼苞蓍 　 曹風下泉

　 　 　 　 　 　 　 手如柔荑 　 衛風碩人

　 　 　 　 四月秀葽 　 豳風七月

木 梓椅梧桐 梓椅梧桐 梓椅梧桐 梓椅梧桐 梓椅梧桐 梓椅梧桐 梓椅梧桐 　 梓椅梧桐 鄘風定之方

　 　 　 　 　 　 　 椅桐梓漆 　 鄘風定之方中

有條有梅 有條有梅 有條有梅 有條有梅 有條有梅 有條有梅 有條有梅 有條有梅 有條有梅 秦風終南

北山有楰 北山有楰 北山有楰 北山有楰 北山有楰 北山有楰 北山有楰 北山有楰 北山有楰 小雅南山有臺

常棣 常棣 常棣 常棣 常棣 常棣 常棣 常棣 常棣 小雅常棣

爰有樹檀 爰有樹檀 爰有樹檀 爰有樹檀 爰有樹檀 爰有樹檀 爰有樹檀
隰有六駁 爰有樹檀 爰有樹檀 小雅鶴鳴

　 　 　 ［補］無折我
樹檀 　 　 　 　 　 鄭風將仲子

　 　 　 [ 補 ]隰有六駮 　 　 　 隰有六駮 　 秦風晨風

柞棫拔矣 柞棫拔矣 柞棫拔矣 柞棫拔矣 柞棫拔矣 柞棫拔矣 柞棫拔矣 柞棫拔矣 柞棫拔矣 大雅緜

隰有杞夷 隰有杞夷 隰有杞桋 隰有杞桋 隰有杞夷 隰有杞夷 隰有杞夷 隰有杞桋 隰有杞夷 小雅四月

　 　 隰有杻 隰有杻 隰有杻 隰有杻 隰有杻 隰有杻 　 唐風山有樞

山有杻 山有杻 　 　 　 　 　 　 北山有杻 小雅南山有臺

其灌其栵 其灌其栵 其灌其栵 其灌其栵 其灌其栵 其灌其栵 其灌其栵 其灌其栵 其灌其栵 大雅皇矣

其檉其椐 其檉其椐 其檉其椐 其檉其椐 其檉其椐 其檉其椐 其檉其椐 其檉其椐 其檉其椐 大雅皇矣

山有樞 山有樞 山有樞 山有樞 山有樞 山有樞 山有樞 山有樞 山有樞 唐風山有樞

山有栲 山有栲 山有栲 山有栲 山有栲 山有栲 山有栲 山有栲 山有栲 唐風山有樞

集于苞栩 集于苞栩 集于苞栩 集于苞栩 集于苞栩 集于苞栩 集于苞栩 集于苞栩 集于苞栩 唐風鴇羽

無浸穫薪 無浸穫薪 無浸穫薪 無浸穫薪 無浸穫薪 無浸穫薪 無浸穫薪 無浸穫薪 無浸穫薪 小雅大東

集于苞杞 集于苞杞 　 　 集于苞杞 集于苞杞 　 　 集于苞杞 小雅四牡

　 　 無折我樹杞 無折我樹杞 　 　 無折我樹杞 無折我樹杞 　 鄭風將仲子

其下維穀 其下維穀 其下維穀 其下維穀 其下維穀 其下維穀 其下維穀 其下維穀 其下維穀 小雅鶴鳴

榛楛濟濟 榛楛濟濟 榛楛濟濟 榛楛濟濟 榛楛濟濟 榛楛濟濟 榛楛濟濟 榛楛濟濟 榛楛濟濟 大雅早麓

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲

揚之水不流
束蒲 王風揚之水

蔽芾其樗 蔽芾其樗 蔽芾其樗 蔽芾其樗 蔽芾其樗 蔽芾其樗 蔽芾其樗 　 蔽芾其樗 小雅我行其野

椒聊之實 椒聊之實 椒聊之實 椒聊之實 椒聊之實 椒聊之實 椒聊之實 椒聊之實 椒聊之實 唐風椒聊

山有苞櫟 山有苞櫟 山有苞櫟 山有苞櫟 山有苞櫟 山有苞櫟 山有苞櫟 山有苞櫟 山有苞櫟 秦風晨風

樹之榛栗 樹之榛栗 樹之榛栗 樹之榛栗 樹之榛栗 樹之榛栗 樹之榛栗 樹之榛栗 樹之榛栗 鄘風定之方中

摽有梅 摽有梅 摽有梅 摽有梅 摽有梅 摽有梅 摽有梅 摽有梅 摽有梅 召南摽有梅
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説郛
（陶宗儀） 姚士麟等校 広要

（毛晋参） 趙佑校 石永齢校
増訂漢魏

叢書（光緖
20、丁晏校）

丁晏校 羅振玉（新
校正）

文淵閣
四庫全書 詩経篇名

食鬱及薁 食鬱及薁 六月食鬱及薁 六月食鬱及薁 食鬱及薁 食鬱及薁 食鬱及薁 六月食鬱及薁 食鬱及薁 豳風七月

蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 蔽芾甘棠 召南甘棠

唐棣之華 唐棣之華 唐棣之華 唐棣之華 唐棣之華 唐棣之華 唐棣之華 唐棣之華 唐棣之華 召南何彼襛矣

隰有樹檖 隰有樹檖 隰有樹檖 隰有樹檖 隰有樹檖 隰有樹檖 隰有樹檖 隰有樹檖 隰有樹檖 秦風晨風

北山有枸 北山有枸 南山有枸 南山有枸 北山有枸 南山有枸 南山有枸 南山有枸 北山有枸 小雅南山有臺

顏如舜華 顏如舜華 顏如舜華 顏如舜華 顏如舜華 顏如舜華 顏如舜華 顏如舜華 顏如舜華 鄭風有女同車

采荼薪樗 采荼薪樗 采荼薪樗 采荼薪樗 采荼薪樗 采荼薪樗 采荼薪樗 采荼薪樗 采荼薪樗 豳風七月

唯筍及蒲 唯筍及蒲 唯筍及蒲 唯筍及蒲 唯筍及蒲 唯筍及蒲 唯筍及蒲 唯筍及蒲 唯筍及蒲 大雅韓奕

　 　 　 　 　 　 投我以木瓜 投我以木瓜 　 衛風木瓜

　 　 　 　 　 　 食野之芩 　 　 小雅鹿鳴

　 　 　 　 　 　 浸彼苞蓍 　 　 曹風下泉

　 　 　 　 　 　 　 隰有榆 　 唐風山有樞

下巻 鳥 鳳皇于飛 鳳皇于飛 鳳皇于飛 鳳皇于飛 鳳皇于飛 鳳皇于飛 鳳皇于飛 鳳凰于飛 鳳皇于飛 大雅卷阿

鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 鶴鳴于九皋 小雅鶴鳴

鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 鸛鳴于垤 豳風東山

鴥彼晨風 鴥彼晨風 鴥彼晨風 鴥彼晨風 鴥彼晨風 鴥彼晨風 鴥彼晨風 鴥彼晨風 鴥彼晨風 秦風晨風

鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 鴥彼飛隼 小雅采芑

有集維鷮 有集維鷮 有集維鷮 有集維鷮 有集維鷮 有集維鷮 有集維鷮 有集維鷮 有集維鷮 小雅車舝

關關雎鳩 關關雎鳩 關關雎鳩 關關雎鳩 關關雎鳩 關關雎鳩 關關雎鳩 關關雎鳩 關關雎鳩 周南關雎

鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 鳲鳩在桑 曹風鳲鳩

宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 宛彼鳴鳩 小雅小宛

翩翩者鵻 翩翩者鵻 翩翩者鵻 翩翩者鵻 翩翩者鵻 翩翩者鵻 翩翩者鵻 翩翩者鵻 翩翩者鵻 小雅四牡

脊令在原 脊令在原 脊令在原 脊令在原 脊令在原 脊令在原 脊令在原 脊令在原 脊令在原 小雅常棣

黃鳥于飛 黃鳥于飛 黃鳥于飛 黃鳥于飛 黃鳥于飛 黃鳥于飛 黃鳥于飛 黃鳥于飛 黃鳥于飛 周南葛覃

鴟鴞 鴟鴞 鴟鴞鴟鴞 鴟鴞鴟鴞 鴟鴞 鴟鴞 鴟鴞 鴟鴞鴟鴞 鴟鴞 豳風鴟鴞

交交桑扈 交交桑扈 交交桑扈 交交桑扈 交交桑扈 交交桑扈 交交桑扈 交交桑扈 交交桑扈 小雅小宛

肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 肇允彼桃蟲 周頌小毖

　 　 值其鷺羽 值其鷺羽 　 　 值其鷺羽 值其鷺羽 　 陳風宛丘

振鷺于飛 振鷺于飛 　 　 振鷺于飛 振鷺于飛 　 　 振鷺于飛 周頌振鷺

維鵜在梁 維鵜在梁 維鵜在梁 維鵜在梁 維鵜在梁 維鵜在梁 維鵜在梁 維鵜在梁 維鵜在梁 曹風候人

鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 鴻飛遵渚 豳風九罭

弋鳧與雁 弋鳧與雁 弋鳧與雁 弋鳧與鴈 弋鳧與雁 弋鳧與雁 　 弋鳧與鴈 弋鳧與鴈 鄭風女曰雞鳴

肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 肅肅鴇羽 唐風鴇羽

翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 翩彼飛鴞 魯頌泮水

流離之子 流離之子 流離之子 流離之子 流離之子 流離之子 流離之子 流離之子 流離之子 邶風旄丘

　 　 　 　 　 　 　 燕燕于飛 　 邶風燕燕

　 　 　 　 　 　 　 鶉之奔奔 　 鄘風鶉之奔奔

麟之趾 麟之趾 麟之趾 麟之趾 麟之趾 麟之趾 麟之趾 麟之趾 麟之趾 周南麟之趾

于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 于嗟乎騶虞 召南騶虞

　 　 　 [ 補 ] 野有死麏 　 　 　 　 　 召南野有死麕

有熊有羆 有熊有羆 有熊有羆 有熊有羆 有熊有羆 有熊有羆 有熊有羆 有熊有羆 有熊有羆 大雅韓奕
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丁晏校 羅振玉（新
校正）

文淵閣
四庫全書 詩経篇名

羔裘豹飾 羔裘豹飾 羔裘豹飾 羔裘豹飾 羔裘豹飾 羔裘豹飾 羔裘豹飾 羔裘豹飾 羔裘豹飾 鄭風羔裘

獻其貔皮 獻其貔皮 獻其貔皮 獻其貔皮 獻其貔皮 獻其貔皮 獻其貔皮 獻其貔皮 獻其貔皮 大雅韓奕

狼跋其胡 狼跋其胡 狼跋其胡 狼跋其胡 狼跋其胡 狼跋其胡 狼跋其胡 狼跋其胡 狼跋其胡 豳風狼跋

教猱升木 教猱升木 毋教猱升木 毋教猱升木 教猱升木 教猱升木 教猱升木 毋教猱升木 教猱升木 小雅角弓

　 　 　 [ 補 ] 駉駉牡馬 　 　 　 　 　 魯頌駉

　 　 　 　 　 　 　 野有死麕 　 召南野有死麕

　 　 　 　 　 　 　 駉駉牡馬 　 魯頌駉

魚 有鱣有鮪 有鱣有鮪 有鱣有鮪 有鱣有鮪 有鱣有鮪 有鱣有鮪 有鱣有鮪 有鱣有鮪 有鱣有鮪 周頌潛

維魴及鱮 維魴及鱮 維魴及鱮 維魴及鱮 維魴及鱮 維魴及鱮 維魴及鱮 維魴及鱮 維魴及鱮 小雅采綠

　 　 魚麗于罶魴鱧 魚麗于罶魴鱧 　 魚麗于罶魴鱧 魚麗于罶魴鱧 魚麗于罶魴鱧 　 小雅魚麗

魚麗于罶魴鯉 魚麗于罶魴鯉 　 　 魚麗于罶魴鯉 　 　 　 魚麗于罶魴鯉 小雅魚麗

九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 九罭之魚鱒魴 豳風九罭

魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 魚麗于罶鱨鯊 小雅魚麗

象弭魚服 象弭魚服 象弭魚服 象弭魚服 象弭魚服 象弭魚服 象弭魚服 象弭魚服 象弭魚服 小雅采薇

鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 鼉鼓逢逢 小雅靈臺

成是貝錦 成是貝錦 成是貝錦 成是貝錦 成是貝錦 成是貝錦 成是貝錦 成是貝錦 成是貝錦 小雅巷伯

虫 螽斯 螽斯 螽斯 螽斯 螽斯 螽斯 螽斯 螽斯羽 螽斯 周南螽斯

喓喓草蟲 喓喓草蟲 喓喓草蟲 喓喓草蟲 喓喓草蟲 喓喓草蟲 喓喓草蟲 喓喓草蟲 喓喓草蟲 召南草蟲

趯趯阜螽 趯趯阜螽 趯趯阜螽 趯趯阜螽 趯趯阜螽 趯趯阜螽 趯趯阜螽 趯趯阜螽 趯趯阜螽 召南草蟲

莎雞振羽 莎雞振羽 六月莎雞振羽 六月莎雞振羽 莎雞振羽 莎雞振羽 莎雞振羽 六月莎雞振羽 莎雞振羽 豳風七月

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊

去其螟螣及
其蟊賊 小雅大田

螟蛉有子 螟蛉有子 螟蛉有子
蜾蠃負之

螟蛉有子
蜾蠃負之 螟蛉有子 螟蛉有子 螟蛉有子 螟蛉有子

蜾蠃負之 螟蛉有子 小雅小宛

蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 蟋蟀在堂 唐風蟋蟀

蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 蜉蝣之羽 曹風蜉蝣

如蜩如螗 如蜩如螗 如蜩如螗 如蜩如螗 如蜩如螗 如蜩如螗 如蜩如螗 如蜩如螗 如蜩如螗 大雅蕩

伊威在室 伊威在室 伊威在室 伊威在室 伊威在室 伊威在室 伊威在室 伊威在室 伊威在室 豳風東山

蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 蠨蛸在戶 豳風東山

碩鼠 碩鼠 碩鼠 碩鼠 碩鼠 碩鼠 碩鼠 碩鼠 碩鼠 魏風碩鼠

如鬼如蜮 如鬼如蜮 爲鬼爲蜮 爲鬼爲蜮 如鬼如蜮 如鬼如蜮 如鬼如蜮 爲鬼爲蜮 如鬼如蜮 小雅何人斯

卷髮如蠆 卷髮如蠆 卷髮如蠆 卷髮如蠆 卷髮如蠆 卷髮如蠆 卷髮如蠆 卷髮如蠆 卷髮如蠆 小雅都人士

胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 胡爲虺蜴 小雅正月

領如蝤蠐 領如蝤蠐 領如蝤蠐 領如蝤蠐 領如蝤蠐 領如蝤蠐 領如蝤蠐 領如蝤蠐 領如蝤蠐 衛風碩人

　 　 　 　 　 　 弋鳧與鴈 　 　 鄭風女曰雞鳴

　 　 　 　 　 　 野有死麏 　 　 召南野有死麕

　 　 　 　 　 　 駉駉牡馬 　 　 魯頌駉


